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四つのテスト
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青少年の主張
三島市立中郷西中学校  小林莉菜／静岡県立韮山高等学校  湯淺睦実、國松瑞葉
名古屋大学  三浦拓海ガナー
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30周年記念アンケート

新隠居論  米山梅吉著  ※藤井圭三（富士吉田西RC）による口語訳

せせらぎ三島ロータリークラブ  この10年のあゆみ

せせらぎ三島ロータリークラブ  メンバーのご紹介

歴代会長・幹事

歴代会長が語る思い出

30周年実行委員会構成

編集後記

編集後記

30 周年記念事業委員会

委 員 長

副委員長

委 員

山口 辰哉

遠藤 修弘

兼子 悦三

山本 良一

大庭 靖貴

中本 豊晃

澤田　 稔

仲原 実圭

渡邊 裕介

　喉元過ぎれば云々の言葉通り、記念誌の発行がだいぶ遅れ
ました。パスト会長の皆さんや当日発表をしたメンバーには

「急いで原稿を」なんてせかしていながら、大変なご迷惑と
ご心配をおかけいたしました。
　とにかく 5 月 11 日の式典を無事終わらせるには、という
ことに中村徹実行委員長を中心にクラブメンバー全員が取り
組んでまいりました。特に、岡良森君、服部光弥君には副実
行委員長として、また米山晴敏君には総合的なまとめ役とし
て細部にわたるチェックを入れていただきました。なんとか
ご招待したご来賓の皆さま、そして親クラブである三島西
ロータリークラブの皆さま、そして昨年度より組織替えに
なった第 1 グループの皆さま方にもご満足いただけたのでは
ないかと自負しております。
　この 10 年の歩み、そして「30 周年記念事業」の紹介、我々
せせらぎ三島ロータリークラブが目指す「未来宣言」、それ
に付随する「青少年の主張」などを含めて記念誌としました。
　発行にあたり、ご協力いただきました皆さま方に感謝です。
　ありがとうございました。

※充分な文字校正と記載内容の検証をしたつもりですが、誤字・脱字等
がございましたらお許しくださいますようお願い申し上げます。
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言行はこれに照らしてから行うべし
Of the things we think, say or do

1.	真実か　どうか
1）Is it the TRUTH?

2.	みんなに公平か
2）Is it FAIR to all concerned? 

3.	好意と友情を深めるか
3）Will it build GOODWILL and BETTER FRIENDSHIPS?

4.	みんなのためになるか　どうか
4）Will it be BENEFICIAL to all concerned?

四つのテスト
THE 4-WAY TEST
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30 周年記念式典

スナップ写真
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「未来宣言」仲原君、遠藤君、原君、大村君

「入会 30 年特別表彰」兼子君、澤田君

ソングリーダー　藤川 智徳君 山本良一パストガバナー補佐 おたまちゃん食堂への寄付
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「入会 30 年特別表彰」中村君、太田君

片野誠一パスト会長

青少年の主張

3 名の新会員と安間ガバナーエレクト
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　私たちクラブは、平成元年6月2日、故秋津三郎

氏を特別代表とし、三島西ロータリークラブをス

ポンサーに30名のチャーターメンバーにより発足

され以来30年を経過いたしました。

　奇しくも元号も5月1日に「令和」に改元され、

その10日後に30周年の記念式典を迎えることにな

り、これもひとつの区切りとしては運命めいたも

のを感じます。

　私たちメンバーは、「超我の奉仕」唱えた米山梅

吉翁の精神を基に10年、20年、30年と奉仕活動の4

本柱でもあります、「職業奉仕」、「青少年奉仕」「社

会奉仕」、「国際奉仕」の一つ一つに対し積極的に

取り組んでまいりました。

　国際奉仕においては、タイ国への放置自転車贈

呈事業も15年間継続し、約6000台の台数を超える

自転車をタイ国各地の子供たちに送り続け1昨年

で1つの区切りとして事業の幕を閉じました。

とりわけ青少年奉仕は、クラブ発足当時から青少

年育成事業として数々の諸事業を現在でも継続中

であります。その中でも中学生の職業体験事業は、

文科大臣より表彰を受ける栄誉も頂いておりま

す。

　この20年から30年の間に起きた自然災害の中で

東日本大震災の被害は忘れられない記憶として現

在も自然災害の爪痕とともに残っております。災

害が起きた当初、我がクラブのメンバーのバスを

チャーターし支援物資を被災地まで決死の覚悟で

届けました。被災地中の岩手県大槌町に支援を続

けてまいりました。

　そこで皆様に問いたいことは、一般社会の中で、

ロータリークラブの存在がどこまで認知されてい

るのか。疑問符が付くことであります。歴史的に

はロータリー100年の歩みがございますが、ロータ

リーの奉仕活動が一般社会の人々に広く理解され

るべきであると考えますが、理念と行動が伝わる

活動を更なる公共イメージの向上を目指すために

進化を遂げ続けるクラブになっていかなければな

らない使命があるのです。10年、20年、30年の先

を見つめて !

“Let it be, 30 years”
〜あるがままの 30 年を迎えて〜

せせらぎ三島ロータリークラブ　会長 石井 司人
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　本日は豊岡三島市長、仁科函南町長、安間ガバ
ナーエレクト、西原ガバナー補佐、積米山梅吉記
念館理事長、スポンサークラブであります佐野三
島西クラブ会長を始め、多くの来賓の方々、そし
てロータリアンの皆様にご臨席を戴きましたこと
を、心から感謝申し上げますと共にお陰様を持ち
まして、この式典開催が当クラブのロータリー活
動に、更にはずみがつきますことに、重ねて御礼
申し上げます。

　30年を振り返りますと、「東日本大震災、復興支
援委員会の活動」、「3年後の、自分への手紙、プロ
ジェクト」そして国際奉仕である、「タイの青少年
に、放置自転車を贈呈する事業」などがあります
が、クラブの看板事業である「青少年健全育成事
業」は鈴木パスト会長が提唱した、「青少年健全育
成セミナー」から始まりました。
　このセミナーは会員だけでなく、家族を巻き込
んだ手作りのプログラムであり、参加した中学生
たちとの親睦会は会員自身の高揚感につながり、
これぞロータリーという大変楽しいプロジェクト
でした。
　兼子パスト会長年度から始まった、「職場体験
実習」も、学校、教育委員会、そして地域の方々に、
ロータリーの「職業奉仕」をアピールする大変よ
い機会でもありました。
　今年の30周年記念事業「田んぼアート事業」も
地域の子供たちへの単なる職場体験実習ではな
く、子供たちをつうじてロータリアン自らが行動
し、模範を示す「ロータリー　デー」ではなかった
かと認識しています。

　また、お玉ちゃん食堂押田代表への更なる食材
支援や、カンボジアの NGO 組織で活躍している
内田君への支援も、会員間で理解が深まりつつあ

り、新たな社会奉仕、国際奉仕事業の大きな柱に
なりつつあります。
　30周年特別寄付は三島市と函南町の「青少年健
全育成事業」と、今年創立50周年を迎える米山梅
吉記念館におこなう予定であります。
　30年前、三島西クラブから、移籍された故秋津
三郎特別代表をはじめ、人生経験豊かな先輩達か
らたくさんの事を教えていただきました。
　そのなかでも、豊かなロータリー人生を送るに
は、昔「ロータリーの綱領」と言われてきた「ロー
タリーの目的」、「ロータリーのモットー」、「4つ
のテスト」を何度も、何度も、読んでしっかり自分
のものにしなさいという事でした。
　お陰様で、毎週例会に出席することで自分自身
と、自分の職業を磨くという言葉に触発され挑戦
したいと思わせていただきました。

　我がクラブは、今や全国 JU、中販連会長を何年
も続けてこられた澤田パスト会長は別格としても
地域や広域の業界、商工会議所、商工会、法人会、
地方自治体で生き生きと活躍されておられるロー
タリーの鑑のような会員がたくさんおられます。
　若い会員の皆さんには私たちの背中を乗り越
え、これからもせせらぎ三島のブランド ! 伝統を
作りあげて頂くことを心よりお願いしたいと思い
ます。
　祝宴では、「伊豆半島のロータリーは1つ」とい
う事で懇親を計って来られた、西原ガバナー補佐
の意を汲んで岡幹事がこの1年間、第1グループ内
のクラブ訪問を含め親睦を深めてまいりました。

　今日の式典が、ご臨席いただいた皆さんに改め
てせせらぎ三島を知って頂くよい機会であります
ことをお願いし、式辞の挨拶に代えさせていただ
きます。今日はよろしくお願いいたします。

ごあいさつ

中村 徹
せせらぎ三島ロータリークラブ
30 周年記念委員会実行委員長
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　本日、せせらぎ三島ロータリークラブ創立三十周
年記念式典が、石井会長様、中村実行委員長様をは
じめ、会員皆様方のご努力により多くのご来賓の皆
様がご臨席のもと盛大に開催されますことに、心よ
りお祝いとお慶びを申し上げます。
　貴クラブは、平成元年に三島南ロータリークラブ
として三島西ロータリークラブをスポンサーに創
立されたと伺っており、以来、社会奉仕を基本理念
に地域社会の発展のみならず、国際親善や世界平和
にもご尽力され、今年めでたく三十周年を迎えられ
ました。
　また、クラブ創立二十周年を迎えられた平成二十
年には、現在のせせらぎ三島ロータリークラブと改
名され、名実共に三島地域における社会奉仕活動の
中核としてご発展されてきました。
　歴代の会長様をはじめ、会員の皆様方の強い熱意
と尊い奉仕の心、そしてたゆまぬご努力に深く敬意
を表するところであります。
貴クラブは、創立以来「子供達への健全育成事業」
に邁進され、社会福祉の向上をはじめ、市政各般に
亘り永くご貢献いただいておりますことに市民を
代表して厚く御礼を申し上げます。

　さて、三島市では、富士山からの恵みである湧水
やせせらぎ、楽寿園や三嶋大社の豊かな緑、長い歴
史と文化に「花」という彩を加え、美しく品格のあ
るまちづくり「ガーデンシティみしま」の取り組み
を推進しております。貴クラブをはじめ、三島市内
にあります三島ロータリークラブ、三島西ロータ
リークラブなど　シビックプライドの高い、多くの
市民の皆様との協働によるこの取り組みは全国的
にも高く評価され、その成果が地価や誘客に表れて
まいりました。
　また、三島市から小田原市までの四市町により
構成される「箱根八里」が、静岡県では初となる日
本遺産に認定されましたので、今後観光ブランド
化を広域連携により進め、地域活性化につなげて
いきたいと考えております。
　さらには、本年四月より JR 六社と自治体、観光

業者等が共同で実施する大型観光キャンペーンで
あります「静岡 DC」が、今まさに本番を迎えてお
ります。
また九月には、ラグビーワールドカップの開催、そ
して、来年はいよいよ、東京オリンピック・パラリ
ンピックの自転車競技が伊豆半島や富士のふもと
を会場として開催されます。
　このように、三島市を含めた東部地域が、追い風
に乗り、観光振興の機運が高まる好機を逃さず、三
島市の魅力を発信し、国内外からの誘客をさらに加
速させることが重要であると考えております。
　一方、三島市独自のプロジェクトとしましては、
三ツ谷地区への新たな産業拠点である工業団地の
整備を進めており、全六区画の内、四区画で企業進
出が決定しております。
　また、三島駅南口西街区へのホテル建設工事が
着々と進んでおりますとともに、東街区では、再開
発事業の事業協力者である共同事業体と、地権者で
構成される再開発準備組合、そして三島市の三者が
協定を締結し、本市の持続的発展に結ぶとともに、
都市計画決定に向け努力しているところでありま
す。今後市民の皆様のご期待に沿い、魅力と活力に
溢れた東部地域の玄関口となるよう、鋭意事業推進
を図ってまいる考えであります。
　いずれにいたしましても、自分たちの住む地域を
より暮らしやすく、また誇りを持てるまちにするた
めには、市民の皆様自らがまちづくりに参画してい
ただくことが欠かせません。
　貴クラブの皆様におかれましては、わが国におけ
る社会奉仕活動の草分けとして、新しい「令和」の
時代においても引き続き市民総参加のまちづくり
に、先頭に立ってご尽力をいただけましたら大変幸
いに存じます。

　結びに、せせらぎ三島ロータリークラブが今後と
も活動の幅を広げられ、ますます発展されますとと
もに、会員皆様方のご活躍、ご健勝を心よりご祈念
申し上げまして、お祝いのことばとさせていただき
ます。

三島市長 豊岡 武士

祝 辞
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　本日ここに、せせらぎ三島ロータリークラブ創

立三十周年記念式典が、かくにも盛大に執り行わ

れるに当たり、一言 お祝いの言葉を申し上げます。

　せせらぎ三島ロータリークラブにおかれまして

は、平成元年に三島西ロータリークラブとして創

立され、平成二十年に現在の名称に改名、ここにめ

でたく記念すべき三十周年を迎えられ、ますます

積極的な活動を続けておられますことは、石井会

長をはじめ、歴代の会長、会員の皆様方のたゆまぬ

ご努力のたまものであり、衷心から敬意を表し、御

礼申し上げます。

　創立以来、奉仕と友愛の精神をもって地域社会

の発展のため、物心両面にわたる奉仕活動を続け

られ、住民福祉の向上や青少年の健全育成など多

くの分野で 幾多の成果を挙げられております。

　特に子ども達の健全育成事業に関しては 大きな

足跡を残され、地域に確固たる基盤を築いておら

れますことは 誠に喜ばしい限りです。

　この度の当町へのご寄附につきましても、大変

ありがたく、健全育成事業の充実のため、大切に利

活用させていただきます。

函南町におきましては、第六次総合計画のもと、「環

境・健康・交流都市函南」をめざし、「住んでよし、

訪れてよし」のまちづくりを進めております。

　東駿河湾環状道路が函南まで開通し、県東部、伊

豆が新しい時代を拓く時を迎え、函南と三島は従

来にも増して連携が図られることとなりましたが、

将来を見据えて 総合的にまちづくりを進めなけれ

ば、通過だけの地域になってしまいます。

　県東部、伊豆の将来をしっかり見据え、新生函南

町として、夢と希望と元気のある広域な地域づく

りの一端を担い、函南町の役割を果たしてまいり

たいと思います。

　このようなときに、貴クラブが 様々な活動を通

じて、地域の発展にご尽力いただきますことは、誠

に心強い限りであり、会員の皆様方には、今後とも

なお一層のご支援 ご協力を賜りますようお願い申

し上げます。

　終わりに、本日の創立三十周年記念式典を契機

に、せせらぎ三島ロータリークラブがますます発

展されますこと、会員の皆様のご健勝、ご活躍を心

から祈念いたしまして、お祝いの言葉といたしま

す。

祝 辞
函南町長 仁科 喜世志
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　せせらぎ三島ロータリークラブの皆さん、クラ

ブ創立30周年誠におめでとうございます。

　せせらぎ三島ロータリークラブは1989年に国際

ロータリー第2620地区68番目のクラブとして設立

されました。設立時は三島南 RC でしたが創立20

周年の時に、現在の「せせらぎ三島ロータリーク

ラブ」に改名されたとお聞きしました。

　その一番の理由はせっかくの奉仕事業も三島 RC

と混同されてしまうことがあり、三島にあるのは

三島 RC だけではないのだということをアピール

したいからと伺いました。これは貴クラブが非常

に自意識高く、プライドを持っていらっしゃるか

らで、とても素晴らしいことと感銘いたしました。

　市内のいたるところに湧水が流れている水の都

三島ということで「せせらぎ三島 RC」と命名され

た由、ひらがなは優しい感じがしてまさに地域に

寄り添っているイメージがあり素敵なネーミング

と思います。

　今までの貴クラブの歴史を伺いまして、多くの

奉仕事業を展開されてこられたことが良くわかり

ました。そのなかでもとりわけ青少年奉仕には力

を注いでいらっしゃるようで、特筆すべきはクラ

ブ創立8年目に青少年健全育成事業により「意義あ

る業績賞」を受賞されていることです。これは当

時の2620地区81クラブで1クラブだけの受賞とい

う大変名誉あることでした。

　現在はチャーターメンバー3名を含む会員数36

名、40代の会員が9名、平均年齢は54.6歳という若

いクラブです。そして地元のクラブとして米山梅

吉記念館委員会に矢岸副委員長をはじめ3名の会

員にご尽力いただいています。これからも2620地

区、そしてこの地域のロータリークラブとして、

ますますの活躍を期待しています。

　今年度の石井会長の「Let it be 30 years あるが

ままの30年」というスローガン、その30年の積重

ねが今の素晴らしい「せせらぎ三島ロータリーク

ラブ」につながっていることを表していると思い

ました。

　この栄光ある「せせらぎ三島ロータリークラブ」

のますますのご発展をお祈りいたします。

国際ロータリー第 2620 地区　　
ガバナーエレクト

安間みち子
（浜松ハーモニー RC）

祝 辞
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　せせらぎ三島 R.C30周年おめでとうございます。

30年前というと丁度、平成が始まった年でバブル

絶頂期ではなかったかと思います。

　この5月に令和となりましたが、平成という時代

の中で色々な経験をし、今日に至ったと思います。

私も三島 R.C に入って28年経ちますが会長・幹事

を務め、4クラブ合同新年会では貴クラブと御一緒

させて頂き、多くの方達と友情を交わしてきまし

た。30年という時を経て、今年度からロータリー

の編成替により第一グループとなり、貴クラブの

石井守人会長と岡良森幹事が旧第一分区を訪問さ

れ交流を図り、私のテーマである「伊豆半島のロー

タリークラブは一つ」という形を推進して下さい

ました。ありがとうございます。

　今ロータリークラブは変化の時がまいりまし

た。職業奉仕・社会奉仕から国際奉仕へ、さらに

例会は月2回で良い等、その他 RLI の推進等提唱

しています。なんと言っても、ポール・ハリスが‘何

でロータリーを作ったのですか’と言う問いに“淋

しかったから”と答えたのは有名で、ロータリー

の心と原点だと思います。そこには友情を大切に

してきたから、これだけの発展があったのではな

いでしょうか。より寛容で、より他の人の良さを

認め親しく交わり助け合う事により、人生の美し

さと喜びを得られるのでないでしょうか。それが

我々が求めるロータリーのすべてです。

　これからも友情とロータリアン1人1人を大事に

し、35年・40年に向かって、せせらぎ三島 R.C の

発展を祈念し挨拶とさせて頂きます。

本日は誠におめでとうございます。

静岡第 1 グループ　ガバナー補佐 西原 孝次

祝 辞
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　この度、せせらぎ三島ロータリークラブが創立30

周年を迎えられたことに、スポンサークラブとして

三島西ロータリークラブ会員一同心よりお祝い申し

上げます。

　貴クラブは創立以来、奉仕の精神に基づき地域社

会に貢献され発展を続けていることは、歴代会長の

卓越したリーダーシップと会員皆様のご尽力によ

るものと思います。特に次世代を担う青少年育成

のために力を注ぎ「新世代育成セミナー」で意義あ

る業績賞を受賞されました。また中学生の「職場体

験学習」も、今や毎年、学校のカリキュラムに組み

込められ定着しています。これらは地域の教育関

係者から高い評価を受けています。

　いま日本のロータリークラブは会員の減少と高齢

化の悩みを抱えていますが、貴クラブは全くその心

配がありません。会員の平均年齢が54才と非常に若

く親クラブの三島西クラブと12才の差があります。

フットワークも軽く10年先20年先を見据えたとき、

きっと地域のリーダークラブに成長していると確信

しています。

　15年間続けたタイへ「放置自転車贈呈事業」を終

了して、新たにロータリー財団の補助金を利用して

カンボジアへ「中古ミシン贈呈事業」を始めました。

新たな事業を一から興すそれも海外で、事業が軌道

に乗るまで、調査・打ち合わせなどで相当な労力が

必要だと思います。そのチャレンジ精神が羨ましい

です。

　三島地区の3クラブは三島クラブからみると、親・

子・孫の親族関係のクラブです。私達はこれからも

更なる親睦を深め、友情の名の下に力を合わせて歴

史あるロータリークラブとして発展するように努力

を重ねて参ります。最後に貴クラブの益々のご活躍

と石井司人会長並びに会員の皆様そして家族の皆様

のご健勝ご多幸を心からお祈り申し上げましてお祝

いの言葉といたします。本日はまことにおめでとう

ございます。

三島西ロータリークラブ会長 佐野 宏三

祝 辞
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　皆様こんにちは！今年度幹事を務めております岡と申します。

　ここでは、当クラブが30周年を迎えて、この一年間に行ってきた記念事業についてご紹介させていただきます。

　30周年にあたる今年度、当クラブ石井会長はテーマとして

” あるがままの30周年に思いをこめて !“
を掲げました。

　これは、当クラブが30年間の活動を達成することができたのは、親クラブであります三島西ロータリークラブ様

のご支援のもと、チャーターメンバーをはじめとする諸先輩の方々の情熱があればこその30年と理解し、大いに感

謝したいとの思いから出てきたフレーズであります。

　そして、このことは、変革を求められている我々ロータリアンが、この先の30年に向かって、自らを鼓舞しながら

引き続き「友情」と「奉仕」を深く理解し、なお前進させようという決意に他なりません。

　このような決意のもと、年度当初に発足した実行委員会としては、30周年記念事業におけるキーワードを

　THANKS 30YEARS AND SEED FOR NEXT 30YEARS!
 　〜30年に感謝し、次の30年のためのタネマキの一年 ! 〜
と位置づけ、一年間活動してまいりました。

　具体的な活動しては、

1. 国内奉仕活動としての種まき
2. 国際奉仕活動としての種まき
3. クラブ内における規定に関するもの
であります。

　3項目のクラブ内における規定に関するものについては、

この後のプログラムにあります功労賞の設置ということで、

ここでの紹介は割愛させていただきます。

　一番目の国内奉仕活動としての種まきですが、当クラブは、創設初期のころより、青少年に関する活動を長年取

り組んできております。“中学生対象の職業体験”や“3年後の自分への手紙”プロジェクトなどです。これらの活

動は、この後の当クラブ30年のあゆみの中で触れることとなっております。

せせらぎ三島ロータリークラブ

30 周年記念事業のご紹介

岡 良森

せせらぎ三島ロータリークラブ　
30 周年記念実行委員会 副委員長
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　そうした流れから、30周年に関する記念事業も青少年に関す

る奉仕活動を想定いたしました。

　数年前から、当クラブでは、「おたまちゃん食堂」の支援も実

施しております。当クラブ有志が、食材の提供などをしてまいり

ました。

　そこで今回は、子供たちに田植え体験や、収穫体験をしても

らいました。併せて、田植え体験では一部の自治体でも行って

いる“たんぼアート”にチャレンジしました。

　つぎに、国際奉仕活動としての種まきですが、当クラブは、こ

れまで15年間に渡り、タイ国に日本の放置自転車の贈呈事業を

行ってきました。延べにしますと6000台を超える自転車を主に

タイ国のローカルエリアにある学校へプレゼントしてきました。学校への通学時間が2時間以上かかるといった子

供たちが少なくない中で、大変意義ある活動であったと思って

おります。

　30周年にあたる今年度、新たな試みとして、隣国カンボジア

への支援にチャレンジしました。

　きっかけは、三島市在住の青年が、カンボジアのアンコール

ワットの近くにあるリエンポン村に自ら小学校を建て、子供た

ちに教育環境を提供している、ということを知ったからです。

　この青年は、さらに、貧しい村では、親が出稼ぎに出てしま

い、子供も転居してしまうことから、継続して学習するというこ

とができない、そんなことを避けるために、仕事の提供までも視野に入れた活動を行っています。

　村で捨てられている菓子袋などを集めて加工し、筆箱などを作成してお土産品として販売し、親の村での活動

を支援しています。

　この青年の名前は、内田隆太君。現地で、share the windというNGO 団体を立ち上げた上で活動しております。

　当クラブでは、この活動を支援するため、バッグを効率よく製造するための中古ミシンや発電機をはじめとする

物資を提供しました。

　また、彼らがこの先、何かと頼ることができるように、近隣のアンコールロータリークラブに接触するとともに、

現地日本人会とのコネクションづくりを行ってきました。

　昨年までのリエンポン村の状況、そして物資の贈呈式、そ

の後の村の人たちの活動状況を動画にまとめましたのでご覧

ください。

　内田君の実家は、三島市御園です。実家のお母さまが、

現地で制作されたバッグを届けてくださいました。友愛の広

場に展示しておりますので、この後の移動の際にご覧くださ

い。また、ご共感いただける方のご購入も併せてお願い申し

上げます。

　ご清聴、ありがとうございました。

30 周年記念事業のご紹介
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30 周年の事業とあゆみ
山口 辰哉せせらぎ三島ロータリークラブ 第 29 代会長

　青少年育成とせせらぎ三島ロータリークラブ
（三島南 RC）、切っても切れない関係がここ 30
年続いてきたというのがクラブメンバーの共通
認識ではないかと思います。
　

■ 新世代育成セミナーと職場体験学習
　第 27 代会長を務められた鈴木政則さんを中心
に、中学生を対象にした「新世代育成セミナー」
を 1995 年から始めています。

　学校では学ぶことのできないテーマを選び、
講師を招いての講話、体験学習、グループ討論
などをしてきました。

　そのテーマは「命について」や「資源・エネ
ルギーについて」、「ボランティア」、「地球環境」
など多岐にわたりました。

　1998 年度からは、三島北中学校を対象に「職
場体験学習」を実施しました。
　クラブメンバー以外の企業にも声をかけてそ
の裾野を広げ、多くの企業の方々にこころよく
中学生を受け入れていただきました。

　この事業は、現在では三島市教育委員会が各
企業に呼びかけ、地域の中学校 2 年生を対象に
行っています。

新世代育成セミナーとは	
  
１９９５年年度度から中学⽣生を対象にした	
  
新世代の育成を⽬目的としたセミナーのこと。	
  

•  学校では、学ぶ事のできないテーマ	
  

•  講師を招き講話を聞き体験学習	
  

•  グループ討論論会で⾃自分の考えをぶつける	
  

新世代育成セミナーのテーマ	
  

•  ⾃自分に合った職業	
  
•  命について	
  
•  資源 　エネルギー	
  
•  ⾒見見晴学園交流流会	
  

•  ボランティア	
  
•  私の職業	
  
•  海洋植物	
  
•  地球環境 　	
  

⽬目次	
  
• 新世代育成セミナー	
  

• 職場体験学習	
  

• 三年年後の⾃自分への⼿手紙	
  

• タイ放置⾃自転⾞車車贈呈事業	
  

• 東⽇日本⼤大震災復復興⽀支援委員会	
  

職場体験学習	
  
１９９８年年度度から三島市⽴立立北北中学校を対象に	
  
職場体験学習を実施してまいりました。	
  
ロータリー以外の企業にも声をかけて、	
  
各企業の⽅方々も⼼心良良く中学⽣生を受け⼊入れて下さいました。	
  

⽬目的	
  
•  働く事の楽しさや厳しさを学ぶ	
  

•  将来の⾃自分の⽣生き⽅方について考えを深める	
  

•  学校では学ぶ事のできない実践⼒力力や	
  
 　⼈人と⼈人とのかかわり⽅方を学ぶ	
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　このような事業を長年続けてきたことが評価
され、文部科学大臣から「キャリア教育優良団体」
として表彰を受けることができました。

■ 3 年後の自分への手紙
　せせらぎ三島ロータリークラブでは、2009 年
創立 20 周年記念事業として「3 年後の自分への
手紙」を立ち上げました。

　このプログラムは、三島市、函南町に在住す
る小学校 5 年生約 1500 人に、3 年後の自分宛て
に手紙を書いて頂き、3 年間当クラブで保管した
後、中学校 2 年生の夏休みに各家に送ります。
　その目的は、中学校 2 年生の「なにかと不安
定な時期」に 3 年前に書いた自分からの手紙を
受け取ることで、将来設計の参考にして頂こう
と始めた事業です。

　発案のきっかけは、当時プロゴルファーの石
川遼選手が大活躍しており、その石川氏の幼少
時期の過ごし方が大変話題になっておりました。
中でも石川氏は、小学校 6 年生の時に書いた作文

「将来の自分」の中で、「2 年後には日本アマ出場、
4 年後には日本アマ優勝、6 年後には日本オープ
ン優勝…」など将来の夢を年齢別に細かく記し、
その目標を一つずつ達成している最中でした。
　中学 2 年生という年頃は思春期に差し掛かり
なにかと将来設計において迷いの生じる世代で
あると同時に生活面におきましても不安定な世
代であると言われています。

■ タイの中高校生に日本の放置自転車を
　2002 年 11 月、当時の RI 会長ビチャイ・ラタ
クルさんが米山記念館にご来館されました。そ
の際、RI 会長が所属されているタイ・トンブリ
ロータリークラブ、そして同じバンコク市内の
スリウォンロータリークラブの方々もお見えに
なりました。以前から兼子悦三パスト会長や片
野誠一パスト会長そして澤田稔パスト会長など
から話題に上っていた「日本の放置自転車をタ
イの中高校生に」についてスリウォンロータリー
クラブの方々にお話をお聞きしました。

三年年後の⾃自分への⼿手紙	
  

三島市・函南町に在住する⼩小学校5年年⽣生の児童に、	
  
3年年後の⾃自分宛に⼿手紙を書いていただきます。	
  
3年年後当該児童の中学校2年年⽣生の夏休みに送付する
というものです。	
  

⽬目的	
  
中学校2年年⽣生の“何かと不不安定な時期”に	
  
3年年前に書いた⾃自分からの⼿手紙を受け取る
ことで、将来設計の⼀一助としていただこう
との考えではじめた活動です。	
  

実際の返信はがき	
  

2011年年 　→ 　2014年年	
  
・昔の僕と今の僕は、少し⼿手紙と同じようになっていた
り、少しちがったりしていましたが、昔を思い出して感
動しました。⼿手紙で書いた⾃自分のように料料理理ができるよ
うになりたいです！この⼿手紙を渡して下さり、ありがと
うございました！	
  	
  

実際の感想 　※原⽂文のとおり	
  

この様な事業を⻑⾧長年年続けて来たお陰で	
  

キャリア教育優良良団体として	
  

⽂文部科学⼤大⾂臣から表彰を受ける事ができました	
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　このことがきっかけで、翌 2003 年の 2 月に兼
子・澤田・野中信行各パスト会長と私でスリウォ
ンロータリークラブを訪問、話はとんとん拍子で
進みその年には第 1 回の「放置自転車贈呈」が
実現しました。以来、せせらぎ三島と言えば「タ
イの中高校生に日本の放置自転車を」と言われ
るくらい毎年の国際奉仕事業として定着してい
ました。

　（財）自転車駐車場整備センターの協力を得て、
毎年当クラブからはコンテナ 2 杯分・約 450 台
の自転車を分解してバンコクに送ります。基本

ここまでの作業・経費は（財）自転車駐車場整
備センターで負担をしてくれますが、バンコク
の港から各地方までの経費等を私どもクラブが
協力しています。バンコク市内は大都会ですか

ら、なかなか自転車で通学という訳にも行きま
せん。基本は大都市から離れた地方になります。

ラオスやカンボジアの国境近くまでもなんども
足を運びました。
　第 7 回チョンブリ圏での贈呈式には小町恭士
駐箚特命全権大使、タイ労働福祉局局長も参加、
第 12 回のチェンマイでの贈呈式では藤井昭彦総
領事にご招待いただき総領事館で夕食の接待も
受けました。

　クラブメンバーは各人諸事情もある中で現地
での贈呈式に参加してくれました。なかでも、

すべての贈呈式に参加してくれた矢岸貞夫パス
ト会長には頭が下がります。

開催回数	
 開催日付	
 場所	
 

第１回 2003年 アントン県 
第２回 2004年 サコンナコン県 
第３回 2005年 アントン県 
第４回 2006年 アムナートチャルーン県 
第５回 2007年 アムナートチャルーン県 
第６回 2008年 アムナートチャルーン県 
第７回 2009年 チョンブリ県 
第８回 2010年 アムナートチャルーン県 
第９回 2011年 アムナートチャルーン県 
第１０回 2012年 チェンマイファーン県 
第１１回 2013年 アムナートチャルーン県 
第１２回 2014年 チェンマイファーン県 
第１３回 2015年 ルーイ県 
第１４回 2017年2月 シンブリー県 
第１５回 2017年11月 ウドーンターニー県 

贈呈台数	
  

約6,000台	
 
2003年年〜～2018年年 　15年年間	
  

せせらぎ三島ロータリークラブ 　 　 　 　 　 　 　	
  
タイ放置⾃自転⾞車車贈呈事業	
  

※一部は鈴木政則パスト会長の文章を使用させていただきました。



30周年記念式典では、中、高、大学生による「青少年の主張」が発表されました。未来を担う若い世代の貴重な意見に、
出席者一同、興味深く耳を傾けていました。
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（なんでそこまでして……?）
　それが私の率直な感想だった。
　近年、人口が減少しており、様々な企業が労働
者不足を訴えている。そして、その労働者不足を
補うために様々なところでロボットが導入されは
じめている。日本のロボット産業が発展している
ことは知っていたが、こんなにも発展していると
は……。想像をはるかに超えていた……。
　ある日、弟が、「すげー。すげー。みてみて。す
ごくない !?」とテレビを見ながら叫んでいた。部
活でヘトヘトになった体を起こし、しぶしぶテレ
ビの前に行くと、私は驚きの光景を目の当たりに
した。疲れなんか、一気にふっ飛び、私はテレビ
にくぎ付けになった。その内容は、コンビニにレ
ジロボットを導入するというものだった。でも私
はなぜか弟みたいに素直に喜ぶことができなかっ
た。なぜそこまでして、ロボットを導入するのか
理解ができなかったからだ。もちろん企業側の気
持ちもわからなくはない。ロボットはやることが
速く、作業も正確だ。しかし、このままいくと、日
本は、また世界は、仕事をロボットにとられてし
まうのではないか。私はそんなことをテレビを見
ながら思っていた。
　私の両親は産業用ロボットを製造する仕事をし
ている。私は、思い切って二人に聞いてみた。
　「なんで将来仕事をとられてしまうかもしれな
いロボットを、つくっているの ?」それを言ったあ
と私は、（はっ）とした。聞いてはいけないことを

聞いてしまったかもしれない。（やばっ、気まずい
……。）と思い、自分の部屋に逃げようとしたとき、
座っていた母が立ち上がり、私にこう言った。
　「そうだよ。りなの言ったこと、それが正論だ
と思う。でもこの先、少子化が進み、高齢化社会
になった時、ロボットに私たちの生活を助けても
らうために、必要なものなんだよ。」と。しかし、
まだ私の気持ちは落ち着かず、モヤモヤしたまま
だった。
　世の中を見てみると、接客にロボットが使用さ
れていたり、ペットもロボット犬が大人気だった
りと身近なものになりつつある。私はなんでもロ
ボットというこの世界を変えたいと思った。たし
かに、接客もロボットの方が機能がたくさんあり、
知っていることも多い。しかし、人が接客した方
が、信頼できるし、一緒に笑ったり、一緒に悲しん
だり、相談し、良いアドバイスをもらったり、人と
人同士だからできることもたくさんあるのではな
いかと思う。
　私の将来の夢は、笑顔の絶えないウエディング
プランナーになることだ。幼い頃、結婚式場で見
たあのかっこよさ、そしてなによりも、心の底か
ら祝っているような姿に、幼い私には、主役の人
よりもキラキラ輝いて見えた。その時、私は胸に
誓った。絶対あの人みたいなウエディングプラン
ナーになると。しかし、現実はちがう。ウエディ
ングプランナーとして働く人が減り、式場の数も
減った。だから私は危機を感じている。もしかし
たら式場にもいずれロボットが導入される日がく
るかもしれない。もちろん式場でもロボットは使
用できると思う。また、ロボットを導入すること

ロボットと共に

小林 莉菜
三島市立中郷西中学校 3 年
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で新しい試みもできると思う。これはあくまでも
私の考えだが、オリジナルウエディングドレスを
ロボットが持っているタブレットで簡単に注文
し、機械でつくることもできるだろう。でもそん
なことができるようになってしまったら私の夢は
どうなってしまうのだろうか ? 大人たちは私たち
若者によくこう言う。「これからは君たちの時代
だ」と。でも、もう少しでそんなことを言う人も
減るのではないだろうか。そして、次はきっとこ
う言うだろう。「これからはロボットの時代だ」と。
私は考えれば考えるほど恐怖を感じる。「もう、
ついていけない」この言葉が次期日本を支えてい
く、若者の本音だ。このままいくと、日本は、世界
はどうなってしまうのか。こんなことを言うとロ

ボット反対派の意見のようだが決して「ロボット
は使うな」、なんてことを言いたいわけではない。
ロボットは人の苦手な部分を補助し、人はロボッ
トの苦手な部分を補助する。そんな世界になれば
よいと私は思う。人として生まれてきた私たちは、
私たちじゃなきゃできないことを探し、私たちの
手によって製造されたロボットは、ロボットにし
かできないことを探して共に協力し合えるような
世界になったら素敵だと思う。まだまだ私たちの
力ではできないかもしれない。しかし、この事は
決して他人事ではないということをだれもが胸に
刻んでいれば、この世界はもっともっとよくなる
だろう。私はそう信じている。

　「彼は自殺をしたが、これはいじめによる殺人だ。」
これは不自然死をした遺体を解剖して事件を解決し
ていくというドラマの中で、私が聞いた言葉です。
そのドラマの中でいじめについての回がありまし
た。そのお話の主人公はいじめられていました。そ
んな彼を助けた少年は、暴力的ないじめを受けるよ
うになります。主人公は助けてくれた少年がいじめ
られていることを知っていましたが、怖くて助けら
れず、少年は自殺をしてしまいました。
　主人公は、世の中の人に
　「彼は自殺をしたが、これはいじめによる殺人だ。」
　ということを伝えるために、動画を配信していき
ます。
　ここで注目してほしいことがあります。それは「自
殺ではなく、殺人」ということです。自殺なのに殺人?
初めはよく分かりませんでした。でも、今までの経

験を振り返ることで、だんだん理解できるようにな
りました。
　私は小学校4年生の頃からバスケットボールをし
ています。周りの子たちより1年遅く始めたので、
同学年の子達から浮いた存在でした。私が一生懸命
練習を積み重ねていくにつれて、いじめもスタート
しました。初めは無視をされたり、仲間に入れても
らえなかったり……。でも、だんだんとエスカレー
トしていき、練習中にわざと押されてケガをするこ
ともありました。また、私がいたチームは学校の人
が入っているものだったので、クラスの女の子全員
に広がりました。女の子たちには、私の悪口を書い
たものを見て笑われたりしました。
　当時の私は、「正直、もういなくなってしまいた
い。」と思っていました。
　こんな私を救ってくれたのは、私の家族や他学年
のチームメイトでした。お母さんからは

「人に変わってほしいなら、まずは自分が変わりな
さい。」という言葉をかけてもらいました。この言

心の支え

湯淺 睦実
静岡県立韮山高等学校 1 年
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葉を聞く前までは、「他の人が……」という思いが
あったと思います。ですが、この言葉を信じて、自
分から変わろうという気持ちで活動をしました。す
ると、今まではつらい気持ちしかなかったけれど、
少しずつ前向きな気持ちになりました。今思えば、
すごくこの言葉に救われたなと思います。
　他学年のチームメイトは、「一緒にやろう !」と一
人だった私に声をかけてくれたり、遊びに誘ったり
してくれました。私にとって他学年のチームメイト
は、心の支えでした。
　私は、ドラマの内容や自分の経験を思い返してみ

て、率直にいじめは絶対にしてはいけないことだな
と思いました。いじめは相手を追いつめて、場合に
よっては死に追いやることがあるからです。だから
こそ、私は相手をいじめるようなことは絶対にした
くありません。また、自分を救ってくれた人たちの
ように、誰かが困っていたら私が助ける側になりた
いです。みなさんも、誰かが困っていたら、手を差
しのべてください。必ずその人にとって、心の支え
になります。

　みなさんは、真似をする人のことをずるい、格
好悪いと思っていませんか。
　実は私は、人の真似をする人が嫌いでした。人
の真似をする人は、自分で考えて表現することを
怠っているようで、ずるいと思っていました。楽
をしようとしているようで格好悪い。そんな私の
考え方は、ある本によって変わりました。だれか
になりたい、そう考えて真似をすることはずるい
ことではないのです。
　その本は、人気者であった今は亡き兄の真似を
して生きる少年の話でした。兄のように生きれば
自分も人気者になれる、そう思った少年は生徒会
に入ったり、劇で主役を演じたり、兄がしたこと
をすべて真似しました。この物語では、少年は親
戚に「兄のように優秀で素晴らしい人だ。」と言わ
れ、喜びます。私はモヤモヤしました。なぜなら

「兄のように優秀で素晴らしい」という言葉は少年
を褒めているのではなく、兄を褒めているような
気がしたからです。どうしてそんな言葉で喜べる

のか、どうして筆者はここで物語を終わらせたの
か、少年はこの先もずっと真似をして生きていく
のか。私にとってこの本は、「難しいことが書か
れていてよくわからない本」でした。
　本を読んで数日が経った日曜日、私は、明後日
のテストに向けて勉強をするために早起きをしま
した。テストの学年順位で上位をとる人は、テス
ト前の休日には10時間以上勉強していると言って
いたから、真似をしようと思ったのです。でも、
勉強をする気になれず、時間は経ち、午後になっ
てしまいました。結局その日は4時間しか勉強で
きず、真似をすることはとても難しいのだと実感
しました。
　そして、物語の中の少年が喜んだ理由がわかり
ました。「兄のように優秀で素晴らしい」という言
葉は、兄だけではなく、少年も褒めていたのです。
兄は優秀で素晴らしい人でしたが、兄のようにな
ろうと努力したのは少年です。きっと少年にとっ
て「兄のように」と言われることは自分の努力が
認められたということなのでしょう。私は、人の
真似をして生きていて嫌いだと思っていた本の中
の少年が、努力を継続することができる人である

だれかになるということ

國松 瑞葉
静岡県立韮山高等学校 1 年
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とわかり、大好きになりました。また、「難しくて
よくわからない本」という考え方は、「自分の考え
方を変えてくれる奥深い本」に変わりました。
　私は、もう人の真似をする人が嫌いではありませ
ん。人の真似をすることは決して簡単ではないから、
努力を続けて目標に近づこうとする姿はとても格好
いいと思います。だれかのようになろうとすること

で、自分の色を消してしまうという考え方は今でも
ありますが、目標を達成して自信がついた人は自分
の色を出しやすいと思うのです。
　みなさんは「真似をする」ことについてどう考え
ていますか。だれかのようになりたいと努力する人
のことをずるいと思いますか。

　
　

　「教育にお金をかける」
　この言葉は非常に多くの意味を含んでいます。
　自分の子供を塾に行かせる。子供に習いごとや
スポーツをさせる。ほかにも、自分で勉強するた
めに本などを買うことも教育にお金をかけること
です。
　しかし、私が今から話すのは我々を含む国全体
が 義務教育のあり方を考えるべきではないだろう
か、という話です。

　少子化が進む昨今、政府や自治体、または民間
レベルで様々な対策が講じられています。また、
少子化の原因そのものにスポットライトが当てら
れ、改善をしようという試みもあります。
一方で、少子化と初等教育というのは切っても切
り離せない関係でありながら、取り沙汰される機
会はあまり多くありません。
　「いや、少子化と関係があるのは日本の景気が現
在後退しているという現状だ。もっと景気を良く
するために経済政策にお金を掛けるべきだ !」と言
う人も多いでしょう。確かにそうです。景気を回
復するのには皮肉なことにお金が必要です。しか

しながら、少しの予算を教育の質の向上に回すこ
とで日本の経済を発展させることが出来れば、そ
れは素晴らしいことではないでしょうか。

　私は少子化の原因の一つに、若年層が抱える子
供時代に対する負のイメージが起因していると思
います。イジメ・不登校・厳しい校則 ... 物騒な言
葉が自分の周りを飛び交っていた時期。当然、い
い思い出もあったと思いますが、負の側面を思い
出さざるを得ないこともありましょう。そして、
今でもテレビに映し出される凄惨な事件。自分の
子供の未来をこのような環境に置きたくなくなる
ことは当然です。したがって、日本の未来のため
に義務教育における環境改善を行う上で多くの改
革が必要になるはずです。

　また、それに伴い、例えば「英語教育の質の向
上」が挙げられます。今、私たちのほとんどが義
務教育期間に加えて高校までの9年間、英語を学び
ます。数学や国語が論理的な能力を育むことを目
的にしているのに対して、英語は非常に実用的で
実践的な科目と言えます。今の言葉を聞いて、「英
語なんて日常的に使わないよ」「英語は実践的な
学問ではない」と思う方もいらっしゃるでしょう。
本当にそうでしょうか ?

「教育にお金をかける」

三浦拓海ガナー
名古屋大学 2 年
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せせらぎ三島ロータリークラブ将来への決意

▶︎ 総論：仲原 実圭
　私たちは、せせらぎ三島ロータリークラブの次の世代を担うメンバーとして、ここに未来宣言をいたし

ます。

　私たちロータリークラブは、「地域の寺子屋を目指し

ます」。

　創立以来、私たちの奉仕活動の全ては、青少年の育成

を目指すものでした。

　創立メンバーから受け継いだこの特色を、より明確に、

目的意識をもって、奉仕活動に反映させることが、次世

代の私たちの使命だと考えます。

地域の寺子屋とは、青少年が気兼ねなく集うことができ

る施設をイメージしました。

　青少年に対し情報を発し、青少年の声を聞き、青少年

の助けに答えたい、私たちが理想とする奉仕活動は、ま

さに寺子屋のそれとおなじなのです。

▶︎ かわら版：遠藤 修弘
　まず、かわら版とは、青少年向けの情報発信ツール

を意味します。

　クラブのホームページはもちろん、Twitter、Instag

ram、Facebookなどのソーシャルネットワーキングサー

ビスを利用して情報発信していきたいと思っています。

そして、青少年向けの情報とは、青少年に有益な情報

全てです。

　犯罪被害者にならない、犯罪に加担しないための情

報、各種補助金・奨学金情報、若い頃に読んでもらい

たい書籍、考えてもらいたいニュースなど、多角的視

点から様々な情報を発信していきたいと思います。

未来宣⾔言

地域の寺⼦子屋になろう！

未来宣⾔言

かわら版の発⾏行行 

（情報発信）

地域の寺⼦子屋になろう！

未来宣言
～これからの30年に向かって～

かわら版とは？ 
⻘青少年年向け情報発信ツールを意味します。 

ソーシャルネットワーキングサービスの利利⽤用 
例例：Twitter，Instagram，Facebookなど

👉👉 　犯罪（防⽌止）情報 
👉👉 　補助⾦金金，奨学⾦金金情報 
👉👉 　書籍紹介，時事問題 
👉👉 　各種イベント情報 

未来宣⾔言
地域の寺⼦子屋になろう！

 寺子屋

  かわら版 

（情報発信）
  目安箱 

（情報受付）
  駆け込み寺 

（問題解決）⇒ ⇒
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▶︎ 目安箱：原 兄多
　次に、目安箱とは、青少年からの情報受信ツールを

意味しますが、双方向、つまり、青少年とのコミュニケー

ション形成を目的とします。

　ホームページおよびソーシャルネットワーキング

サービスを用いる点は、かわら版と変わりありません。

　青少年から、ジャンルを問わず、幅広い情報を収集し、

若い世代ならではの希望、夢、不満、悩みなどを共有

したいと思っています。

▶︎ 駆け込み寺：大村 典央
　最後に、駆け込み寺とは、青少年に対する当クラブ

の具体的な施策を意味します。

　つまり、青少年とのコミュニケーションを通じて、

青少年のニーズがあり、かつ、当クラブで実現可能な

奉仕活動を立案し、施策としてフィードバックしてい

きたいと思っています。

　施策対象は様々ですが、現段階では、弱者保護の視

点から文化的支援ができないか、あるいは、被害者に

も加害者にもならない犯罪予防ができないか検討して

いきたいと思っています。

▶︎ まとめ：仲原 実圭
　ご覧頂いた未来宣言は、私たちが描く当クラブの将来設計図です。

　これまでの先輩方が築き上げた「青少年育成」という理念を維持し発展させるために、この設計図をど

のように具体化するのかが私たちの役目です。

　そして、私たちの青少年育成事業が成功したかどうかのメルクマールは、私たちと接点をもった青少年

のうち一人でも、ロータリー活動に興味を持ち、ロータリアンになることです。これは他クラブへの入会

でも構いません。

　10 年後の 40 周年記念では、当クラブの青少年育成事業をきっかけにロータリアンとなった多くのメン

バーを紹介できると確信しています。

未来宣⾔言

駆け込み寺 

（問題解決）

地域の寺⼦子屋になろう！

駆け込み寺とは？ 
⻘青少年年に対する当クラブの具体的施策を意味します。 

⻘青少年年向け奉仕活動の実施 
例例：犯罪予防活動，⽂文化・スポーツ⽀支援

👉👉 　⻘青少年年のニーズに即したものを 
👉👉 　⽀支援が効果的であるように 
👉👉 　当クラブの認知に繋がるように 
👉👉 　ロータリアンの育成になれば 

⽬目安箱とは？ 
⻘青少年年からの情報受信ツールを意味します。 

ソーシャルネットワーキングサービスの利利⽤用 
例例：Twitter，Instagram，Facebookなど

👉👉 　初期段階の相談窓⼝口として機能 
👉👉 　⻘青少年年との双⽅方向関係の形成 
👉👉 　情報共有⽬目的 　 
👉👉 　トレンドの把握 

未来宣⾔言

⽬目安箱の設置 

（情報受付）

地域の寺⼦子屋になろう！
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せせらぎ三島ロータリークラブ

創立30周年記念アンケート
当クラブの30周年を迎えるにあたり、会員を対象にアンケートを行いました。以下に質問項目、結果について
ご報告いたします。

はい
77％

3％

20％
いいえ

どちらとも
言えない

はい
63％

20％いいえ

17％
どちらとも
言えない

はい
67％3％

30％

いいえ

どちらとも
言えない

はい
57％40％

3％

いいえ

どちらとも
言えない

はい
54％33％

13％

いいえ

どちらとも
言えない

せせらぎ三島ロータリークラブ創立 30周年記念アンケート集計結果

（回答数30人）

①あなたはロータリアンであることを誇りに思いますか。 

はい 23

いいえ 1

どちらとも言えない 6

 ②あなたはロータリーの例会出席率 100％遂行に意味を感じますか。 

はい 19

いいえ 6

どちらとも言えない 5

 ③あなたはロータリーが本当に楽しいところだと思いますか。

 

はい 20

いいえ 1

どちらとも言えない 9

 

④あなたは今迄にロータリーを退会したいと思ったことがありますか。

 

はい 17

いいえ 12

どちらとも言えない 1

 

⑤あなたはロータリーを重荷に感じたことがありますか。 

はい 16

いいえ 10

どちらとも言えない 4
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⑥あなたは自分のこどもをロータリーに入れたいと思いますか。

 

はい 12

いいえ 2

どちらとも言えない 16

⑦あなたの地域社会がロータリーの存在を高く評価していると思いますか。 

はい 5

いいえ 10

どちらとも言えない 15

 

⑧ロータリーが今後も会員数を増加すべきであると思いますか。 

はい 22

いいえ 1

どちらとも言えない 7

 

⑨ロータリーは、これからはクラブの内容・会員の質を向上
　すべきであると思いますか。

 

はい 26

いいえ 0

どちらとも言えない 4

 

⑩ロータリーが職業上のモラルの向上に役立っていると思いますか。 

はい 22

いいえ 4

どちらとも言えない 4

 

⑪ロータリーが地域社会の発展に役立っていると思いますか。 

はい 20

いいえ 3

どちらとも言えない 7

 

はい
40％

7％

53％

いいえ

どちらとも
言えない

はい

17％

50％

どちらとも
言えない

3％
いいえ

はい
73％

23％
どちらとも
言えない

4％
いいえ

はい
87％

13％

どちらとも
言えない

0％
いいえ

はい
73％

13％

どちらとも
言えない

14％いいえ

はい
67％

23％

どちらとも
言えない

10％いいえ
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⑫ロータリーが青少年の健全育成に役立っていると思いますか。 

はい 19

いいえ 2

どちらとも言えない 9

 

⑬ロータリーが国際理解の向上に役立っていると思いますか。 

はい 19

いいえ 4

どちらとも言えない 7

⑭  当クラブも 30 周年を迎えようとしています。入会され、当クラブの特徴、長所、素晴らしい
点などたくさんあるかと思いますが、次の 30 年に向け、どのようなクラブを目指すか、「理
事会」「例会」「卓話」「社会奉仕、職業奉仕、国際奉仕など 5 大奉仕部門」夫々について、率直
なご意見を箇条書きでお答え下さい。

・各部門問題無し。
・例会回数のみ、若いメンバーの意見の取り込みを行う。
・他のクラブに無い、特色のあるクラブにしたい。
・高齢者に対する対策を考えないと退会者が多数出る。
・本来のロータリーの趣旨を明確にすべき。
・例会に出席すると元気が出る。
・見直す点がある。

・色々な意味で地域の見本と思える先輩方々が多く、若い人たちの見本となれるよう、また若い人たちが次の
地域の見本となれる人材を育成されていけるようなクラブになると良い。

・当クラブの特徴は若い人たちが活躍、主張することが出来る土壌がある。これは他クラブには見られない特徴。
この特徴をこれからも伸ばしながら真のロータリアン育てることがクラブの目指すところとなる。但し先輩
諸氏の指導が不可欠となる。理想を言うならばまずは職業奉仕を理解、実践を第一とする。職業の倫理観、
公正、職業で社会に貢献。社会奉仕は利己的な欲求と義務と感情の矛盾を理解した後（超我の奉仕）行動し
クラブ全体が同じ方向に向くべきと思います。

・国際奉仕は人道的立場に立ち相手（外国クラブ）と平等で且つ、ＷＩＮ、ＷＩＮな関係、及び友情を深め双方
に多大な成果をもたらす事を目標にし、一部の人だけで無く出来ることを全員でやるようになって欲しい。

（知恵のある人は知恵を、体力のある人は力を、時間のある人は時間を、金のある人は金を、人脈のある人
は人脈を、経験のある人は経験を出すことで全員参加になる。）上から目線は厳禁。

はい
63％

7％

30％

いいえ

どちらとも
言えない

はい
64％13％

23％

いいえ

どちらとも
言えない

創立30周年記念アンケート
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・理事会のみえる化。明瞭化。

・現状維持。

・クラブの目的を遵守して、クラブ全体の運営を把握する。各委員会の事業の把握、会員への情報提供、会員数を
40名程度常時維持したい。新会員のセミナー実施。

・いつも会の運営に尽力していただき感謝しています。ただ、お玉ちゃん食堂の活動や、稲作等、いつの間にかや
ることに決まった形で知らされる気がします。結果的には賛成してやるにしても、事後承諾で事を運ぶ前例が
定着するのは良くないと思います。

・メリハリをつけ、私語を慎む。

・クラブの目的を考慮した、せせらぎ三島RCとしての楽しい中にもメリハリのある例会ホームを確立したい。

・意義があると思う。ただ、個人的には、形式的なメーキャップにより出席率を上げることの意味がよくわから
ない。仕事と調和させながら可能な限り出席するという姿勢があればそれで良い。

・昼例会が出られなくて、いつも申し訳なく思っていますが、月の半分は夜例会なので、とてもありがたいです。
例会の回数を月３回以上としていただくのも良いかなとは思います。でもその場合は、夜と昼の例会を交互に
していただきたいと思います。

・30分の確保と私の職業奉仕を聞きたい。

・会以外の人の話も聞きたい。

・卓話者の自主性を尊重したい。

・大変意義があるので続けてもらいたい。

・いつも色々な職業や分野についてお話を伺えるので、とても楽しみにしています。内容的には、自分の生き方、
ものの考え方、職業への想いなど、ロータリアン同士の交わりとして毎週集まるに足る、意味のあるものが聞
きたいです。私は出席する度に、この話が聞けて良かったなぁといつも得した気持ちになります。今後も期待
します。

・青少年育成事業、職業奉仕事業への積極的取り組み。

・各委員になってはじめて内容が分かり、完全に理解して行動するのに時間がかかる。

・放置自転車の寄贈活動は、とてもいいと思っています。今後も可能な限り続けたらと思っています。３年後の
手紙も可能なら続けて欲しいです。私的にはとても意味のある事業だと感じています。中高生の職業体験は毎
年沢山受け入れていますが、これって職業奉仕に入りますか？

・奉仕事業全てについて、一度、どのようなコンセプトとするのか話し合ってもよいのではないかと思います。
切り口としては、全体か個別か、ターゲットの設定はどこかで、６番目のやり方があると思います。
たとえば三年後の手紙は、全体で平均層がターゲットです。これに対しおたまちゃん食堂支援は、個別で下位
層がターゲットです。逆に例えば優秀な子どもに弁護士や医師の職業体験をさせるような企画であれば、個別
の上位層がターゲットとなります。
タイの自転車贈呈は全体の下位層ですが、カンボジアの彼（名前忘れました）の支援は個別の下位層です。
個人的には、同じアジアでも、例えば富裕層の子どもに日本語を教える場所を提供する（全体の上位層）という
ような切り口もよいと思いますし、優秀な子どもの日本でのホームステイを支援（個別の上位層）も面白いと
思います。
やることがないからカンボジアの彼にしてしまおうというような雰囲気は少し残念です。

「理事会」について

「例会」について

「卓話」について

「社会奉仕ほか５大奉仕部門」について
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・青少年問題、環境問題はクラブとしての 30 年の歴史があり、さらに向上していきたい。

・ロータリアン個人としての職業倫理の再確認。クラブとしての地域社会への職業奉仕の貢献。

・スリウォン RC との友好維持。その他に国際奉仕の模索。

・学生時代とは別に、自分の生きてきた環境と異なる生き方をされてきた方々と知人・友人になれるのは、ロー
タリーのおかげです。

・全員参加型の式典が良い。
・組織としての一体感の醸成。
・せせらぎブランドの構築。
・簡素なものが良い。
・印象に残るような式典が良い。
・おごらず、気を張らずに淡々と行う。
・自己満足の式典ではなく、出席者への感謝報告を主としたもの。
・未来に向け、次の 35、40 周年につながるような 30 周年になればよい。
・せせらぎ三島 RC、創立 30 周年記念式典事業計画書で良い。
・見栄を張らずに記憶に残り、社会に奉仕する方向が理想。
・目玉は一つで良い。
・式典は難しく考えずに 10 周年 20 周年を参考に特別変えることは無い。
・大変ですが委員長、副委員長を中心に全員参加の話し合いでゆっくりと進めて頂き、最終的には委員会が出す

結論を尊重する。

・ コンセプトである「種まき」のどこに着目するかが重要だと思います。種の意味が、①RC の人材なのか、②RC
の事業なのか、③子どもたちなのかによって、基調講演や出し物、式典参列者が大きく変わってくるのではない
かと思います。
身近な RC 関係者が参列者の大多数で、となると、工夫する意味があまりないかもしれません。
例えばせせらぎは青少年支援だ、というのであれば、地区の子供会や PTA などに声をかけて、父兄の他子ども
たちにも大勢参列して貰い、子どもが喜ぶ人が講演し、出し物も、どこか小学校の合唱グループや、子どもに外
国語のスピーチをしてもらうとか、留学生に日本語でスピーチしてもらうなど、子ども参加型の式典が考えら
れます。
RＣの人材育成だというのであれば、JC や商工会青年部に声をかけ、せせらぎに興味を持ってもらうきっかけ
となるような式典とすることが考えられます。 ＲＣだからこそ繋がる人脈というところで、式典は有名企業の

（元）社長などで、出し物は、例えばせせらぎ各メンバーが実際の仕事の中でどのような職業奉仕をおこなって
いるか数分ずつ紹介することなどが考えられます。

・私は 20 周年などを知らないので何とも言えませんが､会社でも事業でも 30 年続くということはとても意味
深いものだと思います｡手がけてきた活動等を年表にして歩みを目に見える形にしたり、歴代の会長のお名前
やお顔を載せ後進に知らせたりといったことは是非お願いしたいと思います。
また、三島という地域だけではなく、日本、さらには世界のロータリーの一員であることをしっかり若い人に伝
える会であって欲しいと思います。
私の知人で毎年世界大会に行く方がいて（大会前後 10 日ぐらいかけて家族で行くので、金銭面でも時間的に
も私には縁がない…）、いつも土産話を伺っていました。　ロータリアンの徳の高さ、想いの広さをいつも感じ
ていましたので、是非そうした崇高なビジョンを会員歴の浅い人に伝えていただきたいと思います。

⑮  創立 30 周年記念式典をあなたはどのような式典にしたいと思いますか。箇条書きで
お答えください。

「社会奉仕」について

「職業奉仕」について

「国際奉仕」について

創立30周年記念アンケート
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新隠居論とは
　米山が47歳の働き盛りに書いた文章で、根底には米

山の奉仕論があるのだが、西洋の形式に学べというの

である。

　西洋の隠居は隠退することでなく、隠居して為すべき

仕事を見つけだす。隠居した人は今まで職務に忙しく

て出来なかったことをみつけ、何か社会公衆の為に奉

仕するところがなくては人間としての義務を果たしたと

は言えないと言う。

　つまり、人間事業に一応成功して目途がついたら後

進に道を譲って報恩、社会奉仕の方法をさがしなさい、

という論法である。

※新隠居論　

新

隠

居

論

著
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※原文は文語体で書かれていますが、藤井圭二氏（富士吉田西RC）
　により口語訳された文章を掲載しています。
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し
ょ
う
が
い

涯
に

何い

つ時
か
屹き

っ

と
出で

あ逢
う
こ
と
の
あ
る
大た

い
せ
つ切

な
る
機き

か

い会
で
あ
る
。
第だ

い
さ
ん三

は
日

に
ち
じ
ょ
う

常
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身し
ん
ぺ
ん辺

に
群む

ら

が
っ
て
来く

る
所

と
こ
ろ

の
千せ

ん
し
ゅ
ば
ん
よ
う

種
万
様
の
小し

ょ
う
き
か
い

機
会
で
あ
る
。

所い
わ
ゆ
る
れ
き
し
じ
ょ
う

謂
歴
史
上
に
一い

ち

じ

き

時
期
を
画か

く

す
る
よ
う
な
機き

か

い会
と
は
明め

い

じ

い

し

ん

治
維
新
が
其そ

れ

で

あ
る
、
斯こ

う
云い

う
機き

か

い会
に
遭そ

う
ぐ
う遇

し
た
人ひ

と
た
ち達

は
、
少

し
ょ
う
し
ょ
う
へ
い
ぼ
ん

々
平
凡
で
も
苟

い
や
し
くも

一い
ち
げ
い
い
ち
の
う

芸
一
能
が
あ
れ
ば
成せ

い
こ
う功

は
意い

の
儘ま

ま

で
あ
っ
た
、
況ま

し
て
抜ば

つ
ぐ
ん群

の
士し

に

し
て
大た

い

し志
を
抱い

だ

け
る
も
の
は
無む

ろ

ん論
の
事こ

と

で
、
単た

ん

に
内な

い
ら
ん
て
き

乱
的
の
革か

く
め
い命

と
云い

う

許ば
か

り
で
な
く
文ぶ

ん
め
い明

に
促

う
な
が

さ
れ
た
時じ

せ

い勢
の
激げ

き
へ
ん変

で
あ
っ
た
か
ら
、
新し

ん
ち
し
き

知
識
を

持も

っ
た
青せ

い
ね
ん年

は
殊こ

と

に
尊

そ
ん
ち
ょ
う

重
さ
れ
又ま

た
得と

く

い意
で
あ
っ
た
訳わ

け

で
、
滅め

っ

た多
に
類る

い
れ
い例
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を
見み

な
い
成せ

い
こ
う功

を
占し

め
る
こ
と
が
出で

き来
た
、
そ
う
し
て
比ひ

か
く
て
き

較
的
長な

が

く
栄え

い

よ誉
を

維い

じ持
す
る
こ
と
が
出で

き来
た
。

併し
か

し
維い

し

ん新
の
時じ

だ

い代
は
去さ

り
、
此こ

の
千せ

ん
ざ
い
い
ち
ぐ
う

載
一
遇
の
好こ

う

き機
を
捕と

ら

え
た
人ひ

と
た
ち達

と

其そ

れ
よ
り
幾い

く
ね
ん年

か
後お

く

れ
て
出で

て
来き

た
も
の
、
又ま

た

は
略ほ

ぼ
年ね

ん
ぱ
い輩

を
同お

な

じ
く

す
る
も
其そ

の
出し

ゅ
っ
し
ん
ち

身
地
を
異こ

と

に
し
て
居お

っ
た
人ひ

と
び
と々

と
の
間

あ
い
だ

に
は
大

お
お
い

な
る
溝こ

う
き
ょ渠

が
で
き
、
運う

ん
ふ
う
ん

不
運
の
差さ

が
余あ

ま

り
に
著

い
ち
じ
るし

く
随ず

い
ぶ
ん
し
つ
い

分
失
意
の
人ひ

と

の
不ふ

へ
い
だ
ん

平
談
も

あ
っ
た
の
で
、
実じ

っ
さ
い際

如い

か何
に
実

じ
つ
り
ょ
く

力
が
あ
っ
て
見み

て
も
、
も
う
数す

う
ね
ん
ま
え

年
前
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の
人ひ

と
た
ち達

が
功こ

う
み
ょ
う
ふ
き
て

名
富
貴
手
に
唾つ

ば

し
て
取と

る
と
謂い

っ
た
風ふ

う

に
左さ

よ

う

む

ぞ

う

さ

様
無
造
作
に
は

行い

か
な
い
、
茲こ

こ

に
於お

い

て
或あ

る
も
の者

は
前ま

え

の
成せ

い
こ
う
し
ゃ

功
者
の
後こ

う
え
い影

を
拝は

い

し
、
或あ

る
も
の者

は
そ
れ
に
反は

ん
こ
う抗

し
て
行い

く
の
外ほ

か

は
な
か
っ
た
。

然し
か

る
に
明め

い

じ治
も
既す

で

に
四よ

ん
じ
ゅ
う
ご
ね
ん

十
五
年
、
世よ

は
大

た
い
し
ょ
う

正
に
入い

り
て
早は

や

く
も
三さ

ん
せ
い
そ
う

星
霜

を
閲え

つ

し
、
維い

し
ん
へ
ん
か
く

新
変
革
の
当と

う

じ時
よ
り
指ゆ

び

お折
り
数か

ぞ

う
れ
ば
四し

じ
ゅ
う
ゆ
う
し
ち
ね
ん

十
有
七
年
を
経け

い

か過
し

て
居お

る
が
、
尚な

お
そ
の
当と

う

じ時
の
成せ

い
こ
う
し
ゃ

功
者
が
残ざ

ん
そ
ん存

し
て
今い

ま

に
牢ろ

う

こ乎
と
し
て
抜ぬ

く

べ
か
ら
ざ
る
勢

せ
い
り
ょ
く

力
を
留と

ど

め
て
居お

る
。
維い

し

ん新
の
当と

う

じ時
或あ

る
圏け

ん
な
い内

に
這は

い入
っ
て

－ 8 －

居い

な
か
っ
た
人ひ

と

の
不ふ

う

ん運
は
已す

で

に
言い

っ
た
通と

お

り
、
而し

か

し
て
更さ

ら

に
是こ

れ

ら等
の
人ひ

と
び
と人

よ
り
十

じ
ゅ
う
ね
ん
に
じ
ゅ
う
ね
ん
と
き

年
廿
年
時
を
隔へ

だ

て
て
生う

ま

れ
た
人ひ

と

は
、
尋

じ
ん
じ
ょ
う
い
ち
よ
う

常
一
様
の
こ
と
で
先せ

ん
し
ん進

の
如ご

と

き
成せ

い
こ
う功

の
出で

き来
る
筈は

ず

が
な
く
、
生

せ
い
ぞ
ん
き
ょ
う
そ
う

存
競
争
の
激げ

き
じ
ん甚

と
な
っ
た
社し

ゃ
か
い会

に

立た

ち
て
一い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

生
懸
命
に
働

は
た
ら

き
、
各お

の
お
の々

そ
の
運う

ん
め
い命

の
開か

い
た
く拓

に
力つ

と

め
る
の
で

あ
る
が
、
そ
の
骨ほ

ね

の
折お

れ
る
こ
と
は
並な

み
た
い
て
い

大
抵
で
な
く
、
転う

た

た
人ひ

と

を
し
て
、
年ね

ん
し
ょ所

の
僅わ

ず

か
の
相そ

う
い違

で
も
時じ

せ
い勢

の
如い

か
ん何

に
よ
っ
て
幸こ

う
ふ
こ
う

不
幸
が
斯か

く
ま
で
大

お
お
い

な
る
差さ

を

生し
ょ
う

ず
る
も
の
か
と
嘆た

ん
そ
く息

せ
し
む
る
の
で
あ
る
、
人に

ん
げ
ん
し
ゃ
か
い

間
社
会
は
固

い
に
し
え

よ
り

－ 9 －

常つ
ね

に
公こ

う
へ
い平

の
も
の
で
は
無な

い
、
併し

か

し
維い

し

ん新
の
功

こ
う
ぎ
ょ
う業

が
其そ

の

じ

だ

い

時
代
に

廻め
ぐ
り
あ合

わ
せ
た
人ひ

と

の
上う

え

に
投な

げ
た
栄え

い
か
ん冠

は
、
如い

か何
に
し
て
も
特と

く
べ
つ別

の

事じ
じ
ょ
う情

に
出で

た
と
謂い

わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

そ
れ
故ゆ

え

若も

し
そ
の
当と

う

じ時
の
成せ

い
こ
う功

し
た
人ひ

と

、
ま
た
直

ち
ょ
く
せ
つ
く
ん
ぎ
ょ
う

接
勳
業
に
與

あ
ず
か

ら
ず

と
も
、
そ
れ
等ら

先せ
ん
し
ん
げ
ん
ろ
う

進
元
老
の
人ひ

と

の
夤い

ん
え
ん
ひ
ご

縁
庇
護
（
注
）
よ
り
し
て
閥ば

つ

と
云い

う

よ
う
な
も
の
が
出で

き来
て
、
そ
の
関か

ん
け
い係

に
依よ

っ
て
勢

せ
い
り
ょ
く

力
を
有ゆ

う

す
る
に
至い

た

っ
た

人ひ
と
た
ち達

が
老お

い
て
何い

つ時
ま
で
も
存そ

ん
り
つ立

し
て
居い

る
と
云い

う
こ
と
に
な
る
と
、

－10－

年ね
ん
し
ょ
そ
の
た

所
其
他
の
点て

ん

に
於お

い

て
後こ

う
れ
つ列

に
在あ

る
人ひ

と
た
ち達

は
何い

つ

ま

で

時
迄
も
志

こ
こ
ろ
ざ
しを

伸の

ば
す

機き

か

い会
を
得え

ず
に
果は

て
る
で
あ
ろ
う
、
否い

な
其そ

れ
だ
け丈

に
止と

ど

ま
ら
ず
、
若も

し
老お

い
ひ
と人

が

壮そ
う
し
ゃ者

を
壓あ

っ
と
う倒

し
て
居い

る
と
な
る
と
事じ

ぎ
ょ
う業

の
上う

え

に
も
弊へ

い
が
い害

が
甚

は
な
は

だ
し
く
な
る
。

余よ

は
更さ

ら

に
此こ

こ処
に
一い

ち
ろ
ん論

が
あ
る
、
凡お

よ

そ
人ひ

と

は
其そ

の
し
ょ
く
む

職
務
に
対た

い

し
て
適て

き
と
う当

の

持も
ち
ぶ
ん分

が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
筈は

ず

で
あ
る
が
日に

っ
ぽ
ん本

の
社し

ゃ
か
い
ほ
ど

会
程
此こ

の
も
ち
ぶ
ん

持
分
が
少す

く

な
く

又ま
た

は
其そ

の
は
ん
い

範
囲
の
不ふ

め
い
り
ょ
う

明
瞭
な
所

と
こ
ろ

は
あ
る
ま
い
、
之こ

れ
は
人ひ

と

が
多お

お

く
て
仕し

ご

と事
の

少す
く

な
い
と
云い

う
原げ

ん
い
ん因

か
ら
も
来く

る
で
あ
ろ
う
が
、
実じ

つ

は
老ろ

う
じ
ん
か
ぶ

人
株
が
何ど

こ

ま

で

処
迄
も
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頑が
ん
き
ょ
う

強
で
何な

に
ご
と事

に
も
干

か
ん
し
ょ
う

渉
し
、
近ち

か
ご
ろ頃

の
流り

ゅ
う
こ
う
ご

行
語
で
云い

え
ば
兎と

か

く

ひ

り

っ

け

ん

角
非
立
憲
の

事こ
と

が
行

お
こ
な

わ
れ
る
の
で
、
各か

く
ほ
う
め
ん

方
面
に
物も

の
ご
と事

の
規き

そ
く
た
だ

則
正
し
い
進し

ん

ぽ歩
を
見み

る
こ
と

が
困こ

ん
な
ん難

と
な
る
の
で
あ
る
、
無む

え
き益

の
事こ

と

で
あ
る
か
ら
と
云い

っ
て
直た

だ

ち
に
廃は

い
し止

も

出で

き来
ず
、
必ひ

つ
よ
う要

な
れ
ば
と
て
容よ

う

い易
に
実じ

っ
こ
う行

も
で
き
ず
、
判は

ん
だ
ん断

の
根こ

ん
き
ょ拠

を
理り

く

つ屈

に
求も

と

め
ず
し
て
老ろ

う
じ
ん
か
ぶ

人
株
の
機き

げ

ん嫌
に
待ま

た
ざ
る
を
得え

な
い
場ば

あ

い合
が
多お

お

く
あ
る
、

凡お
よ

そ
仕し

ご

と事
を
す
る
困こ

ん
な
ん難

は
其そ

の
り
き
り
ょ
う

力
量
の
如い

か

ん何
よ
り
も
、
先ま

ず
老ろ

う
じ
ん
か
ぶ

人
株

の
同ど

う

い意
を
得え

て
行い

か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
云い

う
こ
と
に
在あ

る
、
斯こ

ん
な
風ふ

う

－12－

で
あ
る
か
ら
、
各か

く

こ個
が
自じ

ぶ

ん分
の
職

し
ょ
く
む
じ
ょ
う

務
上
の
持も

ち
分ぶ

ん

さ
え
守ま

も

れ
ば
宜よ

い

と
云い

う
訳わ

け

に
は
行い

か
ぬ
、
従

し
た
が

っ
て
責せ

き
に
ん任

の
観か

ん
ね
ん念

が
乏と

ぼ

し
く
な
る
、
且か

つ

そ夫

れ
人ひ

と

に
は
経け

い
け
ん験

と
云い

う
も
の
は
最

も
っ
と

も
貴

と
う
と

ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
の
に

も
拘

か
か
わ

ら
ず
、
充

じ
ゅ
う
ぶ
ん

分
に
人ひ

と

を
働

は
た
ら

か
さ
ぬ
た
め
大た

い
せ
つ切

な
経け

い
け
ん験

を
積つ

む
こ
と
も

割わ
り
あ
い合

に
少

す
く
な

く
、
亦ま

た
こ
れ之

を
積つ

む
も
充

じ
ゅ
う
ぶ
ん

分
に
利り

よ
う
じ
つ
え
き

用
実
益
す
る
こ
と
の
出で

き来
な
い

事じ
じ
ょ
う情

に
あ
る
、
如

か
く
の
ご
と
き

此
は
実

じ
つ
ぎ
ょ
う
か
い

業
界
に
取と

り

て
は
特と

く

に
大だ

い

な
る
損そ

ん
が
い害

を
持じ

ら

い来

す
る
も
の
と
謂い

う
べ
き
で
有あ

る
。
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昔む
か
し

は
、
六

ろ
く
じ
ゅ
う

十
に
し
て
軍ぐ

ん
た
い隊

を
免め

ん

じ
七

な
な
じ
ゅ
う

十
に
し
て
致ち

し仕
す
と
あ
っ
た
、

上じ
ょ
う
ら
い
の
べ
き
た

来
述
来
っ
た
次し

だ

い第
に
よ
り
特と

く

に
日に

っ
ぽ
ん本

の
現げ

ん
ざ
い在

の
状

じ
ょ
う
き
ょ
う

況
に
於お

い

て
は

老ろ
う
じ
ん
た
ち

人
達
の
早は

や

く
隠い

ん
き
ょ居

す
べ
き
理り

ゆ

う由
が
あ
る
、
少

し
ょ
う
し
ょ
う
は
や

々
早
め
に
左さ

よ

う様
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思お

も

う
、
然し

か

ら
ざ
れ
ば
後あ

と

の
人ひ

と

が
困こ

ま

る
、
隠い

ん
き
ょ居

は
必

か
な
ら

ず
し
も

安あ
ん
い
つ逸

を
貪

む
さ
ぼ

る
東と

う
よ
う洋

の
陋

ろ
う
し
ゅ
う

習
と
の
み
謂い

う
べ
き
に
非あ

ら

ず
、
西せ

い
よ
う洋

に
も
行

お
こ
な

わ

れ
る
こ
と
で
、
唯た

だ
隠い

ん
き
ょ居

の
仕し

か

た方
を
異こ

と

に
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

我わ
が
く
に国

に
於お

け
る
隠い

ん
き
ょ居

は
全ぜ

ん
ぜ
ん然

世よ

の
中な

か

か
ら
蔵か

く

れ
て
了し

ま

う
こ
と
を
意い

み味
す
る
、

－14－

従し
た
がっ

て
未み

れ

ん練
も
残の

こ

り
断だ

ん
こ
う行

が
為な

し
に
く
く
も
な
る
が
、
西せ

い
よ
う洋

の
隠い

ん
き
ょ居

は
隠い

ん
き
ょ居

す
る
と
共と

も

に
世よ

の
中な

か

と
没

ぼ
つ
こ
う
し
ょ
う

交
渉
に
な
る
の
で
な
く
て
、
隠い

ん
き
ょ居

は
隠い

ん
き
ょ
ぜ
ん

居
然
と
し
て

為な

す
べ
き
幾い

く
た多

の
仕し

ご
と事

が
あ
る
、
即

す
な
わ

ち
今い

ま

ま
で
職し

ょ
く
む務

に
忙

い
そ
が

し
く
追お

わ
れ
て
出で

き来

な
か
っ
た
人に

ん
げ
ん間

と
し
て
尽

つ
く
す

べ
き
所

と
こ
ろ

の
義ぎ

む務
を
尽つ

く
す
の
で
あ
る
、
人に

ん
げ
ん間

は
自じ

ぶ
ん分

の
稼か

ぎ
ょ
う
い
が
い
し
ょ
く
し
ょ
う
い
が
い

業
以
外
職
掌
以
外
に
何な

に

か
社

し
ゃ
か
い
こ
う
し
ゅ
う

会
公
衆
の
為た

め

に
奉ほ

う

し仕
す
る
所

と
こ
ろ

が
無な

く

て
は
、
ま
だ
人に

ん
げ
ん間

と
し
て
の
義ぎ

む務
を
充

じ
ゅ
う
ぶ
ん

分
に
果は

た

し
た
と
は
言い

え
な
い
、
西せ

い
よ
う
じ
ん

洋
人
が

隠い
ん
き
ょ
ご

居
後
に
為な

す
仕し

ご

と事
は
此こ

の

い

み

意
味
か
ら
社し

ゃ
か
い会

の
為た

め

に
尽つ

く

す
と
い
う
の
で
あ
る
、
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之こ
れ

を
人に

ん
げ
ん
ほ
う
お
ん

間
報
恩
の
為た

め

と
云い

う
亦ま

た

可か

な
り
で
あ
る
。

然し
か

ら
ば
西せ

い
よ
う
じ
ん

洋
人
は
隠い

ん
き
ょ居

し
て
後の

ち

ど
う
云い

う
事こ

と

を
し
て
居お

る
か
と
云い

う
に
、

政せ
い
じ
じ
ょ
う

治
上
の
こ
と
も
隠い

ん
き
ょ
ご

居
後
の
楽

た
の
し

み
の
一ひ

と

つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
暫し

ば

ら
く
別べ

つ

と
し
て
も
隠い

ん
き
ょ
し
ゃ

居
者
の
為な

す
べ
き
職

し
ょ
く
ぶ
ん

分
が
少す

く
な
い
、
自じ

ぶ

ん分
の
事じ

ぎ
ょ
う業

を
早は

や

く

壮そ
う
し
ゃ者

に
譲ゆ

ず

っ
て
、
市し

ち
ょ
う
そ
ん
じ
ち
だ
ん
た
い

町
村
自
治
団
体
の
世せ

わ話
又ま

た

は
学が

っ
こ
う
び
ょ
う
い
ん

校
病
院
そ
の
他た

公こ
う
き
ょ
う

共
の
事こ

と

に
務つ

と

め
る
人ひ

と

が
多お

お

い
の
み
な
ら
ず
、
そ
う
云い

う
こ
と
を
す
る
の
が

紳し

ん

し士
の
理り

そ

う想
と
云い

っ
て
も
宜

よ
ろ
し

い
程ほ

ど

の
事こ

と

で
あ
る
、
英え

い
こ
く国

に
於お

い

て
は
実じ

つ
ぎ
ょ
う
か

業
家
が

－16－

其そ
の
せ
い
こ
う

成
功
を
告つ

げ

て
始は

じ

め
て
政せ

い
か
い界

に
入は

い

る
例れ

い

が
多お

お

い
、
最さ

い
き
ん近

死し

ん
だ
チ
ェ
ン
バ

レ
イ
ン
氏し

の
如ご

と

き
も
そ
の
大だ

い

な
る
も
の
の
一ひ

と
り人

た
る
を
失

う
し
な

わ
ぬ
、
但た

だ

し
政せ

い
か
い界

に

入は
い

る
人ひ

と

は
比ひ

か
く
て
き
ろ
う
き
ょ
う

較
的
老
境
に
入は

い

る
以い

ぜ

ん前
に
於お

い

て
す
る
よ
う
で
あ
る
。

政せ

い

じ治
は
一い

っ
し
ゅ
と
く
べ
つ

種
特
別
で
あ
る
と
し
て
も
、
前ま

え

に
言い

っ
た
通と

お

り
其そ

の
ほ
か他

に
隠い

ん
き
ょ居

し

為な

す
べ
き
公

こ
う
き
ょ
う

共
の
事じ

ぎ
ょ
う業

は
沢た

く
さ
ん山

に
あ
る
。
そ
こ
で
余よ

の
我わ

が
く
に邦

の
元げ

ん
ろ
う
れ
ん

老
連
は

勿も
ち
ろ
ん
お
よ

論
凡
そ
成せ

い
こ
う功

せ
る
老ろ

う
じ
ん
か
ぶ

人
株
の
人ひ

と
た
ち達

に
望の

ぞ

む
の
は
、
隠い

ん
き
ょ居

し
て
こ
う
云い

う
こ
と

を
し
て
貰も

ら

い
た
い
か
ら
で
あ
る
、
此こ

の
意い

み味
か
ら
先せ

ん
ぱ
い輩

の
適て

き
と
う当

の
時じ

き期
に
於お

い

て
は

－17－

隠い
ん
き
ょ居

す
る
こ
と
を
切せ

つ

に
勧す

す

め
る
、
其そ

の
ひ
と
た
ち

人
達
が
隠い

ん
き
ょ居

を
し
て
そ
う
云い

う
方ほ

う
め
ん面

の

世せ

わ話
を
し
な
い
か
ら
日に

っ
ぽ
ん本

の
公

こ
う
き
ょ
う
て
き

共
的
の
事じ

ぎ
ょ
う業

は
兎と

か
く角

旨う
ま

く
行い

か
な
い
の
で
あ
る
、

発ほ
っ
き起

さ
れ
た
る
趣し

ゅ
い意

の
如い

か何
に
善ぜ

ん
び美

に
し
て
然し

か
も
実じ

っ
せ
き績

の
挙あ

が
ら
ざ
る
実じ

つ
れ
い例

が

随ず
い
し
ょ所

に
多お

お

い
、
日に

っ
ぽ
ん本

の
公こ

う
え
き
じ
ぎ
ょ
う

益
事
業
と
云い

う
も
の
は
之こ

れ

に
依よ

り

り
て
以も

つ

て
衣い

し
ょ
く食

に

従じ
ゅ
う
じ事

す
る
も
の
が
遣や

り
、功こ

う
な成

り
名な

と遂
げ
た
老ろ

う
じ
ん
た
ち

人
達
が
与

あ
ず
か

ら
な
い
の
は
遺い

か
ん憾

で
あ
る
、

例た
と
えせ

ば
我わ

が
く
に
さ
い
だ
い

邦
最
大
の
慈じ

ぜ
ん
は
く
あ
い

善
博
愛
を
標

ひ
ょ
う
ぼ
う

榜
す
る
某ぼ

う
だ
ん
た
い

団
体
の
如ご

と

き
、
上う

え

は
皇こ

う
し
つ室

よ
り
下し

た

は
全ぜ

ん
こ
く
み
ん

国
民
を
網も

う

ら羅
し
て
其そ

の
会か

い
い
ん員

と
為な

し
、
至し

こ
う
し
せ
い
げ
ん
ぜ
ん

高
至
清
厳
然
と
し
て

－18－

犯お
か

す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
に
拘

か
か
わ

ら
ず
、
何な

に

か
其そ

の
う
ら裏

に
不ふ

し

ま

つ

始
末
が
あ
っ
た
も
の

と
見み

え
、
會か

つ

て
悪あ

く
と
く
し
ん
ぶ
ん

徳
新
聞
に
恐

き
ょ
う
か
く

嚇
さ
れ
て
金か

ね

を
出だ

し
た
と
云い

う
こ
と
が
あ
っ
た
、

こ
れ
等ら

も
何ど

こ処
か
欠け

っ
か
ん陥

が
あ
っ
た
か
ら
で
悲か

な

し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
、
況ま

し
て

其そ

の

い

か

以
下
の
も
の
に
至い

た

っ
て
は
本ほ

ん
と
う当

に
監か

ん
と
く督

し
世せ

わ話
を
す
る
有

ゆ
う
り
ょ
く

力
な
人ひ

と

が
な
く
、

善ぜ
ん
び美

な
名め

い
も
く目

の
下も

と

に
集あ

つ

め
ら
れ
た
金か

ね

は
放ほ

う
に
ん任

さ
れ
て
無む

い

み

意
味
に
費つ

い

や
さ
れ
勝か

ち

な
場ば

あ
い合

が
多お

お

い
、
我わ

が
く
に国

に
於お

け
る
各か

く
し
ゅ種

の
公こ

う
え
き
じ
ぎ
ょ
う

益
事
業
が
如い

か何
に
不ふ

て
き
と
う

適
当
の
人ひ

と

に

依よ

っ
て
首

し
ゅ
し
ょ
う

唱
さ
れ
且か

つ
経け

い
え
い営

せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
か
、
少す

こ

し
く
そ
の
間か

ん

の
消

し
ょ
う
そ
く

息
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を
知し

る
も
の
は
何な

ん
び
と人

と
雖

い
え
ど

も
痛つ

う
た
ん嘆

措お

か
な
い
所

と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。

茲こ
こ

に
於お

い

て
余よ

は
特と

く

に
我わ

が
実

じ
つ
ぎ
ょ
う
か
い

業
界
の
元げ

ん
ろ
う老

に
向む

か
っ
て
、
其そ

の
め
い
よ

名
誉
と
信し

ん
よ
う用

と
に
加く

わ

う
る
に
貴き

ち
ょ
う重

な
る
経け

い
け
ん験

を
以も

っ

て
し
て
、
大

お
お
い

に
公こ

う
え
き
じ
ぎ
ょ
う

益
事
業
の
世せ

わ話
を

焼や

い
て
貰も

ら

い
た
い
の
で
あ
る
、
看み

て

く来
れ
ば
日に

っ
ぽ
ん本

の
社し

ゃ
か
い会

に
は
改か

い
か
く革

を

要よ
う

す
る
こ
と
が
真

ま
こ
と

に
た
く
さ
ん
あ
る
、
第だ

い
い
ち一

に
日に

ち
じ
ょ
う
せ
い
か
つ
じ
ょ
う

常
生
活
上

の
公こ

う
と
く徳

と
云い

う
も
の
が
頓と

ん

と
重お

も

ん
ぜ
ら
れ
ず
乱ら

ん
ぼ
う
ろ
う
ぜ
き

暴
狼
藉
の
こ
と
が

至い
た

る
処

と
こ
ろ

に
多お

お

い
、
社し

ゃ
か
い会

の
弊へ

い
ふ
う風

を
矯き

ょ
う
せ
い正

す
る
と
云い

う
よ
う
の

－20－

こ
と
は
、
最

も
っ
と

も
観か

ん
さ
つ
ち
ゅ
う
い

察
注
意
の
行い

き
と
ど届

く
筈は

ず

の
所い

わ
ゆ
る
い
ん
き
ょ
か
ぶ

謂
隠
居
株
に
し
て

始は
じ

め
て
之こ

れ

に
当あ

た

り
得う

る
の
で
あ
る
、
即

す
な
わ

ち
功こ

う
み
ょ
う

名
を
遂と

げ
富ふ

う

き貴
で

そ
う
し
て
経け

い
け
ん験

を
持も

っ
た
老ろ

う
じ
ん人

は
日に

っ
ぽ
ん本

の
権け

ん

い威
で
あ
り
国こ

く
ほ
う宝

で
な
く

て
は
な
ら
な
い
、
そ
う
し
て
其そ

の
ろ
う
ご

老
後
の
務つ

と

め
が
前ま

え

に
述の

べ
来き

た

っ
た
よ
う
に

な
る
こ
と
を
望の

ぞ

む
の
で
あ
る
。

－21－

新隠居論について

米山梅吉は、「實業之日本」（大正３年８月
１５日号）に「新隠居論」を発表した。
隠居した人は、今まで職務で忙しくて出来
なかったことをみつけて、何か社会公衆の為
に奉仕するところがなくては人間の義務を果
たしたとは言えない。人間、事業に成功して
目途がたったら、後進に道を譲って報恩、社
会奉仕の方法を探すべきだ、というものであ
る。隠居して引退、ではなく、隠居してなす
べきことをする、西洋の隠居を実践しようと
説く。
これを書いた米山は４６歳。まさに働き盛
りの時であった。実際に米山が実業界から身
を引くのは、これを発表してから２０年先の
ことであるが、この奉仕論を元に、三井報恩
会、東京ロータリークラブの設立、小学校建
設、郷里長泉村への寄附など、積極的に行動
して、思いを形にしていった。
なお、新隠居論は、昭和２年に発行された
米山の著書『銀行行餘録』にも所載された。
本文はこの『銀行行餘録』の文章によるもの
である。

－22－
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－ 24 －

年　 年齢 事　　　　項

1909 41 三井銀行常務取締役兼大阪支店長

1914 46 新隠居論で報恩の趣旨を述べる

1920 52 東京ロータリークラブ創立、会長就任

1921 53 英米訪問日本実業団に参加

1924 56 三井信託株式会社創立、取締役社長就任

1928 60
日頃から要求していた地区設定が実現
満州を含む第70区となる

1929 61 ダラス世界大会・国際協議会に出席

1934 66 財団法人三井報恩会理事長就任

1935 67 ポール・ハリス来日　東京会館で歓迎会

1937 69
緑岡小学校(現青山学院初等部)同幼稚園
設立

1946 78 4月28日 長泉にて逝去、享年78歳

－ 25－

年　 年齢 事　　　　項

1868 0
2月4日（慶応4年・明治元年）江戸、芝
田村町に士族和田家の三男として誕生

1875 7 映雪舎入学、抜群の成績で嘱目される

1881 13 沼津中学入学

1887 19
東京英和学校退学、福音館英語学校入学
静岡県長泉村の米山家に養嗣子となる　
年末に渡米

1891 23 日本で第1回帝国議会開催される

1893 25
シカゴ博覧会で日本製品の説明をする
在米8年間にいくつかの大学で法学等修学

1896 28
長泉で米山はると結婚　　　　　　　　　
日本鉄道会社入社

1897 29 合名会社三井銀行に入社

1898 30
銀行業務調査のため欧米出張、約1ヶ月
半で英米各地を廻る

1905 37 前年より三井銀行横浜支店長

1907 39 三井銀行大阪支店長

米山梅吉　年表

作成　せせらぎ三島ロータリークラブ創立３０周年記念実行委員会

岡本一平「初対面録」
（『実業之日本』大正６年１月１日号）
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2008〜2009年度

第954回例会
2009年6月5日　雨

卓話「20周年記念式典実行委員会」
委員長　片野 誠一君

第955回例会
2009年6月7日　晴れ

「20周年記念式典実行委員会」
式辞 : せせらぎ三島ロータリークラブ
会長 : 大房 正治君
挨拶 : 創立20周年記念実行委員会
委員長 片野 誠一君

第956回例会
2009年6月19日　晴れ

クラブ協議会 ー 各委員会報告 ー

第957回例会
2009年6月26日　晴れ

さよなら例会

2009〜2010年度

RI 会長
ジョン・ケニー
The future of Rotary is in your hands

「ロータリーの未来はあなたの手の中に」

せせらぎ三島ロータリークラブ会長　
山梨 一正君

「笑顔で奉仕　楽しい仲間作り」
副会長　西原 克甫君
幹　事　中山 和雄君

第958回例会
2009年7月3日　曇り

第2回 理事役員会議事録
会長指針発表、各委員会
事業計画発表ほか

第959回例会
2009年7月10日　晴れ

各委員会事業計画発表（前回未発表分）

第960回例会
2009年7月17日　曇り

クラブ協議会　ガバナー補佐挨拶
静岡第2分区ガバナー補佐 栗田 正司君

2009年7月22日　

名古屋東南ロータリークラブ
表敬訪問

第961回例会
2009年7月24日　曇り

卓話「仕事と私」
河村 壽子さん

第962回例会
2009年7月31日　晴れ

移動例会
日本盲導犬総合センター

「富士ハーネス」見学

第963回例会
2009年8月7日　晴れ

各会員が1名以上のゲストをお招きして
の80人例会
第3回 理事役員会議事録

第964回例会
2009年8月23日　晴れ

夏の家族例会

第965回例会
2009年8月28日　晴れ

卓話「ワインの話」
久保 栄子さん

第966回例会
2009年9月4日　晴れ

卓話　奉仕プロジェクト委員会
石井 司人君

せせらぎ三島ロータリークラブ

この10年のあゆみ

2008  2019
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第966回例会
2009年9月11日　晴れ

卓話「おそうじ」　石井 和郎君

第968回例会
2009年9月18日　曇り

親睦例会
「ワインを楽しむ会」　久保 栄子さん

第969回例会
2009年9月25日　晴れ

卓話「タイ放置自転車贈呈事業の報告」
国際奉仕プロジェクト担当　岡 良森君

第970回例会
2009年10月2日　雨

ガバナー挨拶
RI 第2620地区
ガバナー 飯田 祥雄君

第971回例会
2009年10月9日　曇り時々晴れ

卓話「私の仕事」
杉山 隆君

第972回例会
2009年10月16日　晴れ

卓話「職業奉仕について」
奉仕プロジェクト委員会 
委員長 渡辺 照芳君

第973回例会
2009年10月23日　晴れ

卓話「米山梅吉記念館運営委員会」
野中 信行君

第974回例会
2009年10月30日　晴れ

卓話
「アメリカ9.11事件と特派員時代の話」
静岡放送東部総局報道部長伊藤充宏さん

（望月君のゲストスピーカー）

第975回例会
2009年11月6日　晴れ

卓話「ロータリー財団委員会」
米山 晴敏君

第976回例会
2009年11月13日　曇り

卓話「地区大会報告」
山梨 一正君

第977回例会
2009年11月20日　晴れ

卓話「病気と予防の体験談」
山上 光喜君

第978回例会
2009年11月27日　曇り

卓話 : クラブフォーラム
山梨 一正　会長

「週報そしてクラブの広報　ロータリー
クラブの IT 化」
広報委員会 ロータリー内広報
山口 辰哉君

第979回例会
2009年12月4日　晴れ

卓話「歯周病について」
太田 政人君

第980回例会
2009年12月11日　雨

卓話「公共事業について」
山本 良一君

第981回例会
2009年12月18日　雨

クリスマス家族例会

第982回例会
2010年1月6日　晴れ

4クラブ合同新年会

第983回例会
2010年1月15日　晴れ

クラブ協議会

第984回例会
2010年1月22日　晴れ

卓話「南蔵院の住職（林 覚乗氏）の講演」
DVD 鑑賞
宮澤 正昭君

第985回例会
2010年2月5日　晴れ

前期経過報告

第986回例会
2010年2月14日　晴れ

静岡第2分区 IM 　於 : ブケ東海三島
ホストクラブ : 三島西ロータリークラブ

第987回例会
2010年2月19日　晴れ

親睦例会

第988回例会
2010年2月26日　曇り
卓話「モラロジーとの出会い」
遠藤 正亀君

第989回例会
2010年3月5日　曇り

卓話「気の流れについて」
鈴木 政則君

第990回例会
2010年3月13日　晴れ

奉仕プロジェクト　植樹作業　
於 : 箱根の里

第991回例会
2010年3月19日　晴れ

卓話「仕事の話」
山口 雅弘君
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第992回例会
2010年3月26日　晴れ

卓話
「ハワイのホテルとマーケティングの話」
小林 勝君

第993回例会
2010年4月2日　曇り

卓話「クラブフォーラム広報」
広報委員長　中村 徹君

第994回例会
2010年4月9日　晴れ

卓話「メジャーリーグの話」
山口 辰哉君

第995回例会
2010年4月16日　雨

親睦例会

第996回例会
2010年4月23日　曇り

卓話「水資源について」
片野 誠一君

第997回例会
2010年5月7日　雨

理事役員会報告
地区協議会報告

第998回例会
2010年5月14日　晴れ

地区協議会報告
卓話「金（ゴールド）の話」
保坂 国夫君

第999回例会
2010年5月21日　晴れ

卓話「自己紹介」
新井 香君

第1000回例会
2010年5月28日　晴れ

卓話「現代社会とロータリー」
兼子 悦三君

第1001回例会
2010年6月4日　

卓話　根津 延和君

第1002回例会
2010年6月11日

卓話　太田 政人君

第1003回例会
2010年6月18日　雨

クラブ協議会　委員会事業報告

第1004回例会
2010年6月25日　曇り

さよなら例会

2010〜2011年度

RI 会長
レイ・クリンギンスミス
BUILDING COMMUNITIES 　　
　　BRIDGING CONTINENTS

「地域を育み、大陸をつなぐ」

せせらぎ三島ロータリークラブ会長　
西原 克甫君

「親睦をもっと深め、心の奉仕を
行動で示そう」
副会長　渡邊 照芳君
幹　事　内田 憲一君

第1005回例会
2010年7月2日　晴れ

クラブ協議会　
各委員会事業計画発表ほか
ガバナー補佐挨拶
静岡第2分区ガバナー補佐  池田 龍司君

第1006回例会
2010年7月9日　雨

クラブ協議会
各委員会事業計画発表ほか

第1007回例会
2010年7月16日　雨

クラブ協議会
卓話「VMV」服部 光弥君

第1008回例会
2010年7月23日　晴れ

卓話「静岡 B 級グルメのおはなし」
岡 良 森君

第1009回例会
2010年7月30日　晴れ

卓話「自社の就業規則」　望月 保延君
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第1010回例会
2010年8月6日　晴れ

卓話 : クラブフォーラム
「会員増強について」
会員増強委員長　山本 良一君

第1011回例会
2010年8月20日　晴れ

ガバナー公式訪問
RI 第2620地区ガバナー
中山 正邦君

第1012回例会
2010年8月22日　晴れ

夏の家族例会　〜箱根〜

第1013回例会
2010年9月3日　晴れ

卓話 : クラブフォーラム
奉仕プロジェクト委員長　太田 政人君

第1014回例会
2010年9月10日　晴れ

卓話「江戸しぐさ」
石井 和郎君

第1015回例会
2010年9月17日　晴れ

親睦例会
語り「夏目漱石の短編」
ゲスト　女優　大塚 良重様

第1016回例会
2010年9月24日　雨

クラブフォーラム
フリートーク　
〜テーマ　楽しい例会にする為に〜

第1017回例会
2010年10月1日　晴れ

委員会報告

第1018回例会
2010年10月8日　晴れ

卓話「レベル11」
山口 雅弘君

第1019回例会
2010年10月17日　晴れ

親睦　芋煮会
桃沢キャンプ場

第1020回例会
2010年10月22日　曇り

卓話「米山梅吉記念館運営委員会の役割
について」
米山梅吉記念館運営委員　矢岸 貞夫君

第1021回例会
2010年10月29日　曇り

卓話「広報委員会クラブフォーラム」

第1022回例会
2010年11月5日　晴れ

卓話「 〝 会員活力テスト＂ アンケートの
実施について」
会員組織委員会　委員長　中村 徹君

第1023回例会
2010年11月12日　晴れ

卓話「モラロジー研究所について」
遠藤 正亀君

第1024回例会
2010年11月19日　晴れ

地区大会報告
クラブ研修リーダーセミナー報告

第1025回例会
2010年11月26日　晴れ

第8回 タイ放置自転車贈呈事業
国際奉仕委員長　根津 延和君

第1026回例会
2010年12月3日　晴れ

地区大会報告

第1027回例会
2010年12月9日　晴れ

ガバナー補佐挨拶
ガバナー補佐　池田 龍司君
クラブ年次総会
クラブフォーラム「クラブ管理委員会」 
委員長　渡邊 照芳君

第1028回例会
2010年12月17日　晴れ

クラブ表彰
「平成22年度キャリア教育優良団体」
クリスマス家族会

第1029回例会
2011年1月6日　晴れ

4クラブ合同新年会
ホストクラブ / 三島西クラブ
於：みしまプラザホテル

第1030回例会
2011年1月21日　晴れ

クラブ協議会

第1031回例会
2011年1月28日　晴れ

卓話「長泉町と高田区について」
加藤 正幸君

第1032回例会
2011年2月4日　晴れ

卓話「私の職業奉仕　三の宝」
山田 定男君

第1033回例会
2011年2月12日　雨

静岡第二分区 IM　
於 : 伊豆の国市大仁市民会館
ホストクラブ : 伊豆中央 RC

第1034回例会
2011年2月25日　晴れ

卓話「がん検診の大切さ」と「日常診療
の中で目指している医療」
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函南平出クリニック
平出 康隆先生（中村 徹君のゲスト）

第1035回例会
2011年3月4日　晴れ

卓話「奉仕で結ばれる人間社会」
鈴木 政則君

第1036回例会
2011年3月11日　晴れ

卓話「主業務としていいるイベントの話」
（株）IPS　代表取締役　
小泉 一夫さん（山口 辰哉君のゲスト）

第1037回例会
2011年3月18日　晴れ

特別休会
東日本大震災後初めての例会で、例会場
が計画停電で利用できないため特別休会

第1038回例会
2011年3月25日　晴れ

クラブフォーラム

第1039回例会
2011年4月1日　晴れ

卓話「災害に関する主な税務上の取り扱
いについて」
土屋 巧君

第1040回例会
2011年4月8日　晴れ

卓話「あなたの健康は大丈夫 ?」
石井 司人君

第1041回例会
2011年4月15日　晴れ

卓話「クラブフォーラム
東日本大震災援助について」
司会 : 内田 憲一君　 書記 : 山田 定男君

第1042回例会
2011年4月22日　曇り

地区協議会報告
司会 : 内田 憲一君　 書記 : 山田 定男君

第1043回例会
2011年5月6日　晴れ

卓話「地震による上下水道の被害」
片野 誠一君
地区協議会報告

第1044回例会
2011年5月15日　晴れ

春の家族会　　於 : 千本浜海岸

第1045回例会
2011年5月20日　晴れ

卓話「社会教育について」
山本 章君

第1046回例会
2011年5月27日　曇り

卓話「男の品格」
兼子 悦三君

第1047回例会
2011年6月3日　晴れ

卓話
大房 正治君

第1048回例会
2011年6月10日　曇り

卓話
JU 中販連会長 ･ 理事長　澤田 稔君

第1049回例会
2011年6月17日　晴れ

クラブ協議会

第1050回例会
2011年6月24日　晴れ

さよなら例会

2011〜2012年度

RI 会長
カルヤン・バネルジー
REACH WITHIN TO EMBRACE 
HUMANITY

「こころの中を見つめよう、
           博愛を広げるために」

せせらぎ三島ロータリークラブ会長　
渡邊 照芳君

「会員同志の職業を理解し出来ることは
し助け合おう」
副会長　太田 政人君
幹　事　山田 定男君

第1051回例会
2011年7月1日　晴れ

クラブ協議会　　
第1回 理事役員会報告

第1052回例会
2011年7月8日　曇り

ガバナー補佐挨拶
小野 篤之　ガバナー補佐代行
クラブ協議会　　

第1053回例会
2011年7月15日　晴れ

親睦例会　スポーツ吹き矢

第1054回例会
2011年7月22日　晴れ

卓話「子供からの疑問〜『雨はどうして
降るの ?』」
杉山 隆君

第1055回例会
2011年7月29日　晴れ

卓話「税務調査心得」
土屋 巧君

第1056回例会
2011年8月5日　曇り

卓話「会員増強クラブフォーラム」
会員組織・会員増強委員会
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第1057回例会
2011年8月19日　曇り

卓話「広報委員会クラブフォーラム」
委員長　山口 辰哉君

第1058回例会
2011年8月21日　雨

夏の家族会
地元で再発見 ! 三島の良いところ

第1059回例会
2011年9月2日　雨

ガバナー補佐挨拶
静岡第2分区ガバナー補佐　水口正宏君
卓話「タイ放置自転車贈呈事業の継続に
ついて」
奉仕プロジェクト委員長　山本 良一君

第1060回例会
2011年9月9日　晴れ

卓話「東日本大震災を三島の防災に活か
すには」
大房 正治君

第1061回例会
2011年9月16日　晴れ

ガバナー挨拶
三島西、せせらぎ三島 RC を
公式訪問して
第2620地区ガバナー　積 惟貞君

第1062回例会
2011年10月7日　晴れ

委員会報告
卓話「クラブフォーラム 
                   職業奉仕委員会」
委員長　望月保延君

第1063回例会
2011年10月14日　晴れ

卓話「世界の中のアジア、中国」
講師 : アイザワ証券投資リサーチセン
ター　明松真一郎さん
石井 邦夫君のゲスト

第1064回例会
2011年10月21日　雨

卓話「リレー卓話」
小島 真君→田中錦城君→杉山順一君

第1065回例会
2011年10月28日　晴れ

卓話「米山月間」
米山梅吉記念館運営委員　矢岸貞夫君

第1066回例会
2011年11月4日　晴れ

卓話「ロータリー財団月間」
ロータリー奉仕委員会　矢岸貞夫君

第1067回例会
2011年11月11日　雨

卓話「東北旅行の話」
望月保延君

第1068回例会
2011年11月18日　曇り

卓話「タイ自転車贈呈式について」
根津延和君

第1069回例会
2011年11月25日　晴れ

地区大会報告
会長　渡邊 照芳君

第1070回例会
2011年12月2日

年次総会
卓話

「東日本大震災被災地の状況について」

第1071回例会
2011年12月9日

卓話　クラブフォーラム  クラブ管理
クラブ管理委員会  委員長 太田 政人君

第1072回例会
2011年12月16日

クリスマス家族例会

第1073回例会
2012年1月6日

四クラブ合同新年例会

第1074回例会
2012年1月13日

卓話「服装スタイルの『謎・不思議』」
西原 克甫君

第1075回例会
2012年1月20日

5大奉仕委員会報告

第1076回例会
2012年1月27日

クラブフォーラム　クラブ長期戦略計画
について
クラブ研修リーダー　中村 徹君

第1077回例会
2012年2月3日

卓話「職業を通してボランティア活動
『インドネシアに浄水機を設置』」
片野 誠一君
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第1078回例会
2012年2月12日

静岡第2分区 IM　
於 : 御殿場高原ホテル
ガバナー補佐挨拶
第2分区ガバナー補佐　水口 正宏君

第1079回例会
2012年2月17日

卓話「フロリダ州オーランド旅行」
小林 勝君

第1080回例会
2012年2月24日

卓話「話題のダルビッシュ」
山口　辰哉君

第1081回例会
2012年3月2日

卓話「ちょっと思うこと…。4つ」
服部 光弥君

第1082回例会
2012年3月9日

卓話「震災復興支援委員会」
兼子 悦三君

第1083回例会
2012年3月18日

春の家族会　於 : 伊豆長岡温泉 八景園

第1084回例会
2012年3月23日

卓話「田辺さとしさんの紹介」
山本 章君

第1085回例会
2012年4月6日

卓話「社交ダンス」
鈴木 政則君

第1086回例会
2012年4月13日

卓話「ワインの話」
久保 栄子君

第1087回例会
2012年4月20日

卓話「東北震災復興委員会報告」
委員長　兼子 悦三君

第1088回例会
2012年4月27日

卓話「地区協議会報告」
副会長　太田 政人君

第1089回例会
2012年5月11日

卓話「石巻、いわき市訪問で思ったこと」
加藤 正幸君

第1090回例会
2012年5月18日

理事会報告

第1091回例会
2012年5月25日

卓話「総務委員会の報告」大房 正治君

第1092回例会
2012年6月1日

卓話　兼子悦三君

第1093回例会
2012年6月8日

卓話「中国一人っ子政策について」
矢岸 貞夫君

第1094回例会
2012年6月15日

クラブ協議会

第1095回例会
2012年6月22日

クラブ協議会
卓話「ロータリー検定」　太田政人君

第1096回例会
2012年6月29日

さよなら例会

2012〜2013年度

RI 会長
田中 作次
Peace Through Service

「奉仕を通じて平和を」

せせらぎ三島ロータリークラブ会長　
太田 政人君

「チ・カ・ラを出そう」
副会長　山本 良一君
幹　事　石井 司人君

第1097回例会
2012年7月6日　曇り

クラブ協議会　　
第1回 理事役員会報告

第1098回例会
2012年7月13日　曇り

卓話「ロータリーは親睦団体 ?
奉仕団体 ?」　中村 徹君

第1099回例会
2012年7月20日　雨

ガバナー補佐挨拶
静岡第2分区ガバナー補佐
稲葉 良弥君

第1100回例会
2012年7月27日　晴れ

卓話「おこがましい」
服部 光弥君

第1101回例会
2012年8月3日　晴れ

ガバナー補佐挨拶
静岡第2分区ガバナー補佐  稲葉 良弥君
卓話

「地区会員増強・維持セミナーを終えて」
土屋 巧君

第1102回例会
2012年8月10日　晴れ

卓話「地球温暖化と異常気象について」
片野 誠一君
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第1103回例会
2012年8月26日　晴れ

夏の親睦家族例会　
東京スカイツリーツアー

第1104回例会
2012年8月31日　晴れ

ガバナー挨拶
国際ロータリー第2620地区ガバナー
高野 孫左ヱ門君

第1105回例会
2012年9月7日　晴れ

卓話「3年後の自分への手紙活動報告」
小林 勝君

第1106回例会
2012年9月14日　晴れ

卓話「東日本大震災復興資金贈呈式」
兼子 悦三君

第1107回例会
2012年9月21日　晴れ

卓話「せせらぎ三島ロータリーについて」
杉山 順一君

第1108回例会
2012年9月28日　晴れ

卓話「グランドオープンの東京駅と東海
道線について」
米山 晴敏君

第1109回例会
2012年10月5日　晴れ

卓話「広報委員会の活動について」
米山 晴敏君

第1110回例会
2012年10月12日　晴れ

卓話「米山月間」
米山梅吉記念館運営委員会
矢岸 貞夫　石井 邦夫

第1111回例会
2012年10月19日　晴れ

卓話「楽しく服について考察してみよう」
西原 克甫君

第1112回例会
2012年10月26日　晴れ

卓話「仕事について」
小島 真君

第1113回例会
2012年11月2日　晴れ

卓話「チェコという国」
R 財団学友　飯島 百合さん

第1114回例会
2012年11月9日　晴れ

卓話「ロードレース」
中山 真太郎さん（田中君のゲスト）

第1115回例会
2012年11月16日　晴れ

卓話「クラブフォーラム　
　　　　創立25周年事業について」
山本 良一君

第1116回例会
2012年11月30日　曇り

地区大会報告
委員会報告
タイ 放置自転車贈呈式典を終えて
国際奉仕委員会　山口 雅弘君

第1117回例会
2012年12月7日　晴れ

卓話「職業分類について」
会長　太田 政人君

第1118回例会
2012年12月14日　晴れ

卓話「社会保険労務士について」
遠藤 修弘君

第1119回例会
2012年12月21日　曇り

クリスマス家族例会

第1120回例会
2013年1月8日　晴れ

4クラブ合同新年会
於 : みんなの Hawaiians

第1121回例会
2013年1月18日　晴れ

せせらぎ三島 RC 新年会

第1122回例会
2013年1月25日　晴れ

四大奉仕中間報告

第1123回例会
2013年2月1日　雨

卓話「iPad の使い方」
株式会社ケイネットシステム営業部
課長　大橋 栄寿さん
ソフトバンク BB 株式会社 C&S 本部
通信事業統括部 営業推進部　ソリュー
ション営業推進課　堀江 淳さん

第1124回例会
2013年2月8日　晴れ

ガバナー補佐訪問
静岡第2分区ガバナー補佐　
稲葉 良弥君（三島 RC）
卓話「“体罰”問題に思う」杉山 隆君

第1125回例会
2013年2月16日　晴れ

静岡第2分区 IM　於 : ブケ東海三島
ホストクラブ : 三島ロータリークラブ

第1126回例会
2013年2月22日　晴れ

卓話「真実かどうか」
望月 保延君
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第1127回例会
2013年3月1日　雨

卓話「香辛料」
石井 和郎君

第1128回例会
2013年3月8日　晴れ

クラブフォーラム
「職業分類表の棚おろしについて」　
石井 司人君

第1129回例会
2013年3月15日　晴れ

卓話「噴火が起きるとどうなる」
山本 章君

第1130回例会
2013年3月24日　晴れ

春の家族会
柿田川パークレーンズ、バッカスのへそ

第1131回例会
2013年4月5日　晴れ

卓話「情報・文献委員会」
鈴木 政則君

第1132回例会
2013年4月12日　晴れ

卓話「釜石市〜大槌町視察」
渡邊 照芳君

第1133回例会
2013年4月19日　曇り

地区協議会報告

第1134回例会
2013年4月26日　晴れ

卓話「支援と自助努力」
松永 彩さん　（岡君のゲスト）

第1135回例会
2013年5月10日　曇り

卓話「自社のご紹介」
藍澤 基彌さん（石井（邦）君のゲスト）

第1136回例会
2013年5月17日　曇り

卓話「私の職業奉仕」
山田 定男君

第1137回例会
2013年5月24日　曇り

卓話「家庭菜園のすすめ」
石井 司人君

第1138回例会
2013年5月31日　晴れ

卓話「次年度方針発表」
次年度会長　山本 良一君

第1139回例会
2013年6月7日　曇り

卓話「自己紹介と私の職業奉仕」
兵藤 弘昭君

第1140回例会
2013年6月14日　晴れ

卓話「流通業、飲食関係業界の近況状況」
加藤 正幸君

第1141回例会
2013年6月21日　雨

クラブ協議会

第1142回例会
2013年6月28日　晴れ

さよなら例会

2013〜2014年度

RI 会長
ロン D. バートン
Engage Rotary Change Lives

「ロータリーを実践しみんなに
豊かな人生を」

せせらぎ三島ロータリークラブ会長　
山本 良一君

「初心にもどり自分とクラブを
見つめ直そう」
副会長　矢岸貞夫君
幹　事　加藤正幸君

第1143回例会
2013年7月5日　晴れ

クラブ協議会　　
第1回　理事役員会報告

第1144回例会
2013年7月12日　晴れ

クラブ協議会　　

第1145回例会
2013年7月19日　晴れ

クラブ協議会　　
アシスタントガバナー挨拶
静岡第2分区アシスタント・ガバナー
伊藤 雅之君

第1146回例会
2013年7月26日　晴れ

クラブフォーラム
会員増強・維持委員会　　中山和雄君

第1147回例会
2013年8月2日　曇り

クラブフォーラム
創立25周年記念事業について
実行委員長　大房正治君
第1回　理事役員会報告

第1148回例会
2013年8月9日　晴れ

卓話「私とワイン」
久保 栄子君
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第1149回例会
2013年8月23日　晴れ

卓話「旬菜　パート1」
石井 司人君
第3回 理事役員会報告

第1150回例会
2013年8月30日　晴れ

卓話「社会奉仕委員会クラブフォーラム」
土屋 巧君

第1151回例会
2013年9月8日

夏の家族例会　　網代釣り堀

第1152回例会
2013年9月13日

卓話「巨大地震について」
加藤 忠さん

第1153回例会
2013年9月20日　晴れ

卓話「奇跡の町・長泉町」
米山 晴敏君

第1154回例会
2013年9月27日　晴れ

ガバナー挨拶
RI 第2620地区ガバナー
志田 洪顯君

第1155回例会
2013年10月4日　晴れ

広報委員会クラブフォーラム
広報委員長　山口 辰哉君
第4回 理事役員会報告

第1156回例会
2013年10月11日　晴れ

卓話「タイ投資の魅力〜 ASEAN の物流
の要所へ〜」
アイザワ証券　北野ちぐささん

（石井 邦夫君のゲスト）

第1157回例会
2013年10月18日　曇り

卓話「夢について」杉山 順一君

第1158回例会
2013年10月25日　曇り

卓話「マウナケア山から見る満天の
星とご来光」
山口 辰哉君
リレー卓話「Facebook について」
山口（雅）君、岡君、小島君、兵藤君

第1159回例会
2013年11月1日　曇り

第6回 理事役員会報告
卓話「東北震災復興支援委員会」
委員長　米山 晴敏君

第1160回例会
2013年11月8日　晴れ

卓話「保険会社にだまされないための
保険と社会保障の基礎知識」
兵藤 弘昭君

第1161回例会
2013年11月15日　雨

卓話「ロータリー財団」
山口 雅弘君

第1162回例会
2013年11月29日　晴れ

タイ放置自転車贈呈報告会
国際奉仕委員長　山口 雅弘君

第1163回例会
2013年12月6日　晴れ
卓話「忘れて良い事、忘れてはいけない
事」 杉山 隆君

第1164回例会
2013年12月13日　曇り

卓話「記憶と認知症について」
根津 延和君

第1165回例会
2013年12月20日　曇り

クリスマス家族例会

第1166回例会
2014年1月8日　雨

四クラブ合同新年会

第1167回例会
2014年1月17日　晴れ

せせらぎ三島 RC 新年会
第8回 理事役員会報告

第1168回例会
2014年1月25日　晴れ

静岡第2分区 IM
於 : 御殿場高原ホテル

第1169回例会
2014年1月31日　晴れ

四大奉仕委員会経過報告

第1170回例会
2014年2月7日　曇り

四大奉仕委員会経過報告
卓話「職業奉仕活動について」
委員長　山田 定男君

第1171回例会
2014年2月14日　雨

地区大会報告
会長　山本 良一君

第1172回例会
2014年2月21日　晴れ

卓話「三島市の予算案について」
三島市長　豊岡 武士様

第1173回例会
2014年2月28日　晴れ

卓話「三島市の予算案について」
三島市長　豊岡 武士様
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第1174回例会
2014年3月7日　晴れ

卓話「ゴルフが嫌いにならないお話」
渡邊 照芳君

第1175回例会
2014年3月14日　曇り

米山記念館での例会
委員会報告

第1176回例会
2014年3月23日　晴れ

春の家族会「蕎麦打ち」

第1177回例会
2014年4月4日　晴れ

卓話
望月 保延君

第1178回例会
2014年4月11日　晴れ

地区研修・協議会報告
第10回 理事役員会報告

第1179回例会
2014年4月18日　曇り

25周年実行委員会について
実行委員長　大房 正治君

第1180回例会
2014年4月25日　晴れ

25周年打合せ

第1181回例会
2014年5月9日　晴れ

卓話「労働法について」
遠藤 修弘君
第11回 理事役員会報告

第1182回例会
2014年5月16日　晴れ

卓話「介護と趣味」
太田 政人君

第1183回例会
2014年5月23日　晴れ

卓話「『静岡県』 40の指標　　　　　　　　　　　　 
《平成25年度版統計ハンドブック》 」
宮澤 正美君（三島 RC）

第1184回例会
2014年5月30日　晴れ

卓話「ハンドベル贈呈先について 」
クラブ奉仕委員長　矢岸貞夫君

第1185回例会
2014年6月6日　雨

創立25周年記念事業リハーサル

第1186回例会
2014年6月8日　雨

せせらぎ三島ロータリークラブ　
創立25周年記念
於 : 日本大学国際関係学部　
三島駅北口校舎

第1187回例会
2014年6月20日　晴れ

クラブ協議会

第1188回例会
2014年6月27日　曇り

さよなら例会

2014〜2015年度

RI 会長
ゲイリー  C.K. ホァン

「ロータリーに輝きを」

せせらぎ三島ロータリークラブ会長　
矢岸貞夫君

「感謝の心で出席しよう」
副会長　鈴木 政則君
幹　事　小林　 勝君

第1189回例会
2014年7月4日　曇り

ガバナー補佐挨拶
静岡第2分区ガバナー補佐　小野 靖君

第1190回例会
2014年7月11日　晴れ

クラブ協議会
第1回 理事役員会報告

第1191回例会
2014年7月18日　晴れ

ガバナー挨拶
RI 第2620地区ガバナー
岡本 一八君

第1192回例会
2014年7月25日　晴れ

卓話
遠藤 修弘君

第1193回例会
2014年8月1日　晴れ

卓話「会員増強維持」
会員増強委員長　石井司人君
第2回 理事役員会報告

第1194回例会
2014年8月8日　晴れ

卓話「土地の境界について」
中山 和雄君
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第1195回例会
2014年8月22日　晴れ

卓話「『四文字の愛』小出 将善さん」
石井 和郎君

第1196回例会
2014年8月31日　曇り

夏の家族会

第1197回例会
2014年9月5日　曇り

卓話「口臭について」
太田 政人君

第1198回例会
2014年9月12日　晴れ

卓話　杉山 順一君

第1199回例会
2014年9月19日　晴れ

卓話　「ワインのお話」
久保 栄子君

第1200回例会
2014年9月26日　晴れ

卓話　山田 定男君

第1201回例会
2014年10月3日　晴れ

卓話　三島警察署長　東原 優さん

第1202回例会
2014年10月10日　晴れ

卓話「趣味の旅」　岡 良森君

第1203回例会
2014年10月17日　晴れ

卓話「世界一のサプライヤーになる」
石垣 幸二さん（田中君のゲスト）

第1204回例会
2014年10月24日　晴れ

卓話
米山記念学友会副会長 篠原 暁恵さん

第1205回例会
2014年10月31日　曇り

卓話　藍澤証券株式会社 後藤 元紀さん
（石井君のゲスト）

第1206回例会
2014年11月7日　曇り

卓話 「弊社のご紹介」
杉山 隆君

第1207回例会
2014年11月14日　晴れ

卓話
山口 雅弘君

第1208回例会
2014年11月28日　曇り

卓話
大原 里沙さん

（三島信用金庫法人サポート課）

第1209回例会
2014年12月5日　晴れ

年次総会
第6回 理事役員会報告

第1210回例会
2014年12月12日曇り

卓話「最近の税法改正について」
土屋 巧君

第1211回例会
2014年12月19日曇り

クリスマス家族例会

第1212回例会
2015年1月8日　晴れ

四クラブ合同新年会

第1213回例会
2015年1月16日　晴れ

卓話「前期報告」
第7回 理事役員会報告

第1214回例会
2015年1月23日　晴れ

卓話
大房 正治君

第1215回例会
2015年1月30日　雨

クラブフォーラム
国際奉仕委員会　
タイ放置自転車贈呈について
国際奉仕委員長　山口 雅弘君

第1216回例会
2015年2月6日　晴れ

クラブフォーラム
「三年後の自分への手紙」事業について
渡邊 照芳君

第1217回例会
2015年2月14日　晴れ

静岡第2分区 IM
於 : 御殿場高原ホテル
ガバナー補佐挨拶
静岡第2分区ガバナー補佐　小野 靖君

第1218回例会
2015年2月20日　晴れ

クラブフォーラム
「三年後の自分への手紙」
事業についての意見
社会奉仕委員長　土屋 巧君
第8回 理事役員会報告

第1219回例会
2015年2月27日　晴れ

卓話
「『26年度を振り返って』&『お願い』」
服部 光弥君
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第1220回例会
2015年3月6日　曇り

卓話「ロータリー 私にとって何…」
鈴木 政則君

第1221回例会
2015年3月13日　晴れ

卓話「震災復興支援について」
小林 勝君

第1222回例会
2015年3月20日　曇り

卓話「ロータリーの心と実践」
中村 徹君

第1223回例会
2015年3月27日　晴れ

卓話「市政報告」
大房 正治君

第1224回例会
2015年4月3日　雨

卓話「人口減少社会への挑戦」
宮澤 正美さん（三島 RC）

第1225回例会
2015年4月10日　曇り

米山記念館での例会

第1226回例会
2015年4月17日　晴れ

卓話「自分自身の過去の職業奉仕」
兵藤 弘昭君

第1227回例会
2015年4月24日　晴れ

地区研修・協議会報告

第1228回例会
2015年5月10日　晴れ

春の家族例会 
於 : 中伊豆ワイナリーシャトー TS

第1229回例会
2015年5月15日　晴れ

卓話
「おかしいぞ市・町、おかしかったぞ市・町」
米山 晴敏君

第1230回例会
2015年5月22日　晴れ

卓話　みしまびとプロジェクトより
株式会社 結屋　川村 結里子さん
常林寺　山田 太壱さん

第1231回例会
2015年5月29日　曇り

卓話
次年度ガバナー補佐　山本 良一君

第1232回例会
2015年6月5日　曇り

卓話　杉山 順一君

第1233回例会
2015年6月12日　曇り

卓話「世界でいちばん貧しい大統領の
スピーチ」
杉山  順一君

第1234回例会
2015年6月19日　曇り

クラブ協議会

第1235回例会
2015年6月26日　曇り

さよなら例会

2015〜2016年度

RI 会長
K.R. ラビンドラン

「世界へのプレゼントになろう」

せせらぎ三島ロータリークラブ会長　
鈴木 政則君

「明るく楽しいロータリー」
副会長　中山 和雄君
幹　事　石井 邦夫君

第1236回例会
2015年7月3日　雨

会長指針
クラブ協議会

第1237回例会
2015年7月10日　晴れ

クラブ協議会

第1238回例会
2015年7月17日　雨

卓話「国際ロータリー第2620地区 
会員基盤セミナー」

「戦略計画とクラブの活性化について」
会員増強委員長　杉山 隆君

第1239回例会
2015年7月24日　晴れ

卓話　　
遠藤 修弘君

第1240回例会
2015年7月31日　晴れ

ガバナー補佐挨拶
静岡第2分区ガバナー補佐
山本 良一君

第1241回例会
2015年8月7日　晴れ

卓話
社会奉仕委員会 服部光弥君
第2回 理事役員会報告

第1242回例会
2015年8月19日　晴れ

ガバナー挨拶
RI 第2620地区ガバナー　野口英一君
ガバナー補佐挨拶
静岡第2分区ガバナー補佐 山本 良一君

第1243回例会
2015年8月28日　晴れ
卓話「ロータリー財団セミナー報告」
兵藤 弘昭君

第1244回例会
2015年9月6日　曇り

夏の家族会　源兵衛川清掃
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第1245回例会
2015年9月11日　晴れ

第3回 理事役員会報告
卓話「函南町総合防災訓練の報告
と備えについて」
鈴木 真知子君

第1246回例会
2015年9月18日　曇り

卓話「長泉町の指標とまちづくり」
長泉町副町長　池田 修様

（職業奉仕委員会のゲスト）

第1247回例会
2015年9月25日　雨

卓話「最近の関心事（福島と大リーグ）」
岡 良森君

第1248回例会
2015年10月2日　晴れ

卓話「私の仕事と伊豆の国市の
まちづくりについて」
原 兄多君

第1249回例会
2015年10月9日　晴れ

卓話「自己紹介と営業畑の思い出と雑感」
勝又 佳員君

第1250回例会
2015年10月16日　曇り

卓話「桜ヶ丘幼稚園の歴史と幼稚園の
特色について」
篠木 喜世君

第1251回例会
2015年10月23日　晴れ

卓話「北沢亜鉛工場跡地土壌汚染修復工
事概況説明・跡地利用説明」
渡邊 照芳君

第1252回例会
2015年10月30日　晴れ

ガバナー補佐挨拶
静岡第2分区ガバナー補佐  山本 良一君

第1253回例会
2015年11月6日　晴れ

卓話「自己紹介」
中山 和雄君

第1254回例会
2015年11月13日　曇り

地区大会報告

第1255回例会
2015年11月27日　晴れ

卓話「医・農・食・楽からの提言」
石井 亨さん

第1256回例会
2015年12月4日　晴れ

年次総会
卓話「タイ放置自転車贈呈式報告」
国際奉仕委員長　兵藤 弘昭君

第1257回例会
2015年12月11日　曇り

特別例会
箱根西麓三島大吊橋

（三島スカイウォーク）見学

第1258回例会
2015年12月18日　曇り

クリスマス家族会

第1259回例会
2016年1月8日　晴れ

四クラブ合同新年例会

第1260回例会
2016年1月15日　晴れ

卓話　大房 正治君
第7回 理事役員会報告

第1261回例会
2016年1月22日　晴れ

卓話「せせらぎ三島ロータリークラブ
献血セミナー」
講師 : 静岡県赤十字血液センター
沼津事業所　小野田千也様

（加藤 正幸君のゲスト）

第1262回例会
2016年1月29日　雨

クラブ協議会

第1263回例会
2016年2月5日　晴れ

卓話「『忙しい人』と『仕事ができる人』」
山口 雅弘君

第1264回例会
2016年2月12日　曇り

第8回 理事役員会報告

第1265回例会
2016年2月20日　雨

静岡第2分区 IM
ガバナー補佐挨拶
静岡第2分区ガバナー補佐  山本 良一君

第1266回例会
2016年2月26日　晴れ

卓話「名波 浩」
米山 晴敏君

第1267回例会
2016年3月4日　晴れ

卓話
太田 政人君

第1268回例会
2016年3月11日　曇り

卓話
山田 定男君

第1269回例会
2016年3月18日　曇り

卓話「私の業界の現状」
小島 真君

第1270回例会
2016年3月27日　晴れ

春の家族会
韮山反射炉・吊るし雛体験・地ビール
試飲・ミス高原 BBQ

第1271回例会
2016年4月1日　曇り

卓話 「自分の履歴について」
土屋 巧君

第1272回例会
2016年4月8日　晴れ

卓話
アドミラルキャピタル株式会社
木下 玲子さん（田中君のゲスト）

第1273回例会
2016年4月15日　晴れ

地区研修・協議会報告

第1274回例会
2016年4月22日　晴れ

卓話
杉山 順一君

第1275回例会
2016年5月13日　晴れ

卓話「自分の年齢は自分で決める、
人生の極意」
小林 勝君
第11回 理事役員会報告

第1276回例会
2016年5月20日　晴れ

卓話「会員増強委員会報告」
杉山 隆君
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第1277回例会
2016年5月27日　曇り

米山梅吉記念館での移動例会
卓話「梅吉トリビア」
市川 真理さん

第1278回例会
2016年6月3日　晴れ
米山梅吉記念館での移動例会
卓話「インド旅行の話」
山口 辰哉君

第1279回例会
2016年6月10日　晴れ

卓話「産科医療補償制度」  中村 徹君

第1280回例会
2016年6月17日　晴れ

クラブ協議会

第1281回例会
2016年6月24日　雨

さよなら例会

2016〜2017年度

RI 会長
ジョン F. ジャーム

「人類に奉仕するロータリー」

せせらぎ三島ロータリークラブ会長　
中山 和雄君

「出会いに感謝 & ありがとう」
副会長　山口 辰哉君
幹　事　米山 晴敏君

第1282回例会
2016年7月1日　晴れ

会長指針
委員会事業計画

第1283回例会
2016年7月8日　曇り

幹事指針
委員会事業計画

第1284回例会
2016年7月15日　曇り

卓話
社会奉仕委員長　服部 光弥君

第1285回例会
2016年7月22日　曇り

卓話
「天才経営者　藤田 田（フジタデン）」
山口雅弘君

第1286回例会
2016年7月29日　晴れ

ガバナー補佐挨拶
静岡第2分区ガバナー補佐
亥角裕巳君

第1287回例会
2016年8月5日　晴れ

卓話「ボストンへの旅」
山口 辰哉君

第1288回例会
2016年8月19日　晴れ

ガバナー公式訪問・4クラブ合同例会
ガバナー挨拶
国際ロータリー第2620地区
ガバナー　生子 哲男君

第1289回例会
2016年8月26日　晴れ

卓話「私の職業歴48年」
山田 定男君

第1290回例会
2016年9月2日　晴れ

卓話「ダイエット」
岡 良森君
第3回 理事役員会報告

第1291回例会
2016年9月9日　晴れ

委員会報告

第1292回例会
2016年9月16日　曇り

委員会報告
スリランカの貧しい子供達への
文房具の寄付プロジェクト
国際奉仕委員会　矢岸 貞夫君

第1293回例会
2016年9月23日　雨

卓話「ロータリーは人間道場である」
澤田 稔君

第1294回例会
2016年9月30日　曇り

卓話「今年一番感動した出来事」
渡邊 照芳君

第1295回例会
2016年10月7日　晴れ

卓話「薬物乱用の危険」
鈴木 真知子君
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第1296回例会
2016年10月14日　晴れ

クラブ協議会

第1297回例会
2016年10月23日　晴れ

秋の家族会

第1298回例会
2016年10月28日　雨

卓話「スリランカの貧しい子供たちへの
文房具寄付プロジェクト」
米山学友会　副会長 
ペレーラ チャリットさん

第1299回例会
2016年11月4日　晴れ

卓話「ネット時代の婚カツ（結婚活動）
について」　兵藤 弘昭君

第1300回例会
2016年11月11日　晴れ

クラブ協議会
幹事　米山 晴敏君

第1301回例会
2016年11月18日　晴れ

卓話
松下 玲美さん（篠木君のゲスト）

第1302回例会
2016年11月25日　晴れ

地区大会報告
藤川 智徳君

第1303回例会
2016年12月2日　晴れ

卓話「行政書士という職業」　原 兄多君

第1304回例会
2016年12月9日　晴れ

年次総会
第6回 理事役員会報告

第1305回例会
2016年12月16日　晴れ

クリスマス家族会

第1306回例会
2017年1月10日　晴れ

四クラブ合同新年会

第1307回例会
2017年1月20日　雨

卓話「掃除の日めくりカレンダー」
石井 和郎君

第1308回例会
2017年1月27日　晴れ

卓話「タイ放置自転車贈呈式　中山 和雄
会長 挨拶文」　兵藤 弘昭君

第1309回例会
2017年2月3日　晴れ

四大奉仕委員会報告　兵藤 弘昭君

第1310回例会
2017年2月18日　晴れ

静岡第2分区 IM
於 : ブケ東海三島

第1311回例会
2017年2月24日　晴れ

タイ放置自転車贈呈式 報告
国際奉仕委員長　兵藤 弘昭君

第1312回例会
2017年3月3日　晴れ

卓話「マイロータリーについて」
遠藤 修弘君
第9回 理事役員会報告

第1313回例会
2017年3月10日　晴れ

卓話「宇宙誕生の秘密」
小林 勝君

第1314回例会
2017年3月17日　曇り

卓話
D テーブル　石井 司人君

第1315回例会
2017年3月26日　雨

春の家族会

第1316回例会
2017年3月31日　雨

ブケ東海三島での最後の例会

第1317回例会
2017年4月7日　雨

地区研修・協議会報告

第1318回例会
2017年4月14日　晴れ

クラブ協議会
戦略委員会　中村 徹君

第1319回例会
2017年4月21日　晴れ

卓話「みしまこども食堂について」
押田 智子さん（会長のゲスト）

第1320回例会
2017年4月28日　晴れ

卓話
加藤 正幸君

第1321回例会
2017年5月12日　晴れ

卓話「建設 ICT（情報通信技術）」
山本 良一君

第1322回例会
2017年5月19日　晴れ

卓話「地方創生の取組み報告」と
「相続・事業承継」について
加藤 義弘さん（石井邦夫君のゲスト）

第1323回例会
2017年5月26日　雨

卓話「入会しての感想」
藤川 智徳君・大庭 靖貴君

第1324回例会
2017年6月2日　晴れ

卓話「ロータリー財団100周年記念シ
ンポジウムに参加して」
中村 徹君
第12回 理事役員会報告

第1325回例会
2017年6月9日　晴れ

卓話「30周年記念式典に向けた
アンケート」
石井 司人君

第1326回例会
2017年6月16日　晴れ

亥角ガバナー補佐の公式訪問

第1327回例会
2017年6月23日　晴れ

委員会事業報告

第1328回例会
2017年6月30日　晴れ

さよなら例会
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2017〜2018年度

RI 会長
イアン H.S. ライズリー

「ロータリー : 変化をもたらす」

せせらぎ三島ロータリークラブ会長　
山口辰哉君

「奉仕・親睦　自分たちにできること」
副会長　石井司人君
幹　事　宮澤正昭君

第1329回例会
2017年7月7日　晴れ

会長指針
クラブ協議会

第1330回例会
2017年7月14日　晴れ

ガバナー補佐挨拶
静岡第2分区ガバナー補佐
土屋 龍太郎君

第1331回例会
2017年7月21日　晴れ

卓話
社会奉仕委員長　遠藤修弘君
第1回 理事役員会報告

第1332回例会
2017年7月27日　晴れ

ガバナー挨拶
RI 第2620地区ガバナー　松村友吉君

第1333回例会
2017年8月4日　晴れ

卓話
「第2620地区会員増強・維持セミナー
の報告と我がクラブの会員増強の方向」
会員増強委員長　土屋 巧君

第1334回例会
2017年8月25日　晴れ

卓話「30周年を迎えるにあたって」
石井 司人君

第1335回例会
2017年9月1日　曇り

卓話
岡 良森君

第1336回例会
2017年9月8日　晴れ

卓話「所属事務所の紹介と弁護士の仕事」
大村 典央君

第1337回例会
2017年9月10日　晴れ

夏の家族会
蕎麦打ち体験会

第1338回例会
2017年9月15日　晴れ

卓話「医薬品業界の流れ」
小島 真君

第1339回例会
2017年9月22日　曇り

特別例会
米山梅吉記念館見学

第1340回例会
2017年10月6日　雨

卓話「タイ放置自転車贈呈事業について」
国際奉仕委員長　矢岸 貞夫君

第1341回例会
2017年10月13日　雨

卓話
篠木喜世君
第4回 理事役員会報告

第1342回例会
2017年10月20日　曇り

卓話「東日本大震災復興支援委員会」
米山 晴敏君
第4回 理事役員会報告

第1343回例会
2017年10月27日　晴れ

卓話
「自己紹介・生い立ち（コンプレックス）」
藤川 智徳君

第1344回例会
2017年11月10日　晴れ

卓話
鈴木 政則君
第4回 理事役員会報告

第1345回例会
2017年11月17日　晴れ

地区大会報告
宮澤 正昭君 他

第1346回例会
2017年12月1日　晴れ

タイ自転車贈呈式報告
矢岸 貞夫君 他

第1347回例会
2017年12月8日　曇り

年次総会
次年度会長　石井 司人君

第1348回例会
2017年12月15日

卓話　小林 勝君

第1349回例会
2017年12月22日　曇り

クリスマス家族会

第1350回例会
2018年1月10日　晴れ

四クラブ合同新年会

第1351回例会
2018年1月19日　晴れ

卓話「職業奉仕について」
原 兄多君
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第1352回例会
2018年1月26日　晴れ

卓話「たとえ世界が真っ白になっても」
石井 良衛さん（石井 邦夫君のゲスト）

第1353回例会
2018年2月2日　曇り

卓話「四大奉仕委員会中間報告」
クラブ奉仕委員長 石井 司人君
第8回 理事役員会報告

第1354回例会
2018年2月9日　晴れ

卓話
郷士坂本家十代
坂本 匡弘（さかもとまさひろ）

（田中君のゲスト）

第1355回例会
2018年2月17日　晴れ

静岡第2分区 IM
ガバナー補佐挨拶
ガバナー補佐
土屋 龍太郎君（伊豆中央 RC）

第1356回例会
2018年2月17日　　　

第1357回例会
2018年3月2日　晴れ

卓話
仲原 実圭君

第1358回例会
2018年3月9日　曇り

卓話「平成30年度　三島市市政概要と
主要事業」
三島市長　豊岡 武士さん

第1359回例会
2018年3月16日　雨

卓話「LET IT BE　あるがままに」
石井 司人君

第1360回例会
2018年3月23日　晴れ

卓話「超高齢社会における三島市の課題
解決策」
大樹リスクマネジメント /FNPOWER ㈱　
代表取締役　石井 真人さん　

第1361回例会
2018年4月13日　晴れ

卓話
「妊産婦メンタルヘルスケアについて」　
中村 徹君

第1362回例会
2018年4月20日　晴れ

地区協議会報告
会長エレクト　石井 司人君

第1363回例会
2018年4月22日　晴れ

春の家族会
横浜山下埠頭　ランチクルーズ

第1364回例会
2018年4月27日　晴れ

クラブ協議会
復興委員会　米山 晴敏君

第1365回例会
2018年5月11日　晴れ

卓話
宮沢 正美さん

第1366回例会
2018年5月18日　雲り

卓話「本気で取り組めば新しい事が見
えて来る」
中山 和雄君

第1367回例会
2018年5月25日　晴れ

卓話「生い立ちと仕事と趣味など」
中本 豊晃君

第1368回例会
2018年6月1日　晴れ

卓話「フレイル」
太田 政人君

第1369回例会
2018年6月8日　曇り

卓話「ANA のダイヤモンドステイタス
メンバー」
大庭 靖貴君

第1370回例会
2018年6月15日 雨　　

卓話
「30周年記念事業委員会フォーラム」
30周年記念事業実行委員会
委員長　中村 徹君

第1371回例会
2018年6月22日　晴れ

委員会報告

第1372回例会
2018年6月29日　晴れ　　

さよなら例会

2018〜2019年度

RI 会長
バリー・ラシン

「インスピレーションになろう」

せせらぎ三島ロータリークラブ会長　
石井 司人君

「あるがままの30周年
<Let it Be 30year> 思いを込めて !」
副会長　山田 定男君
幹　事　岡　 良森君

第1373回例会
2018年7月6日　雨

委員会方針
第1回 理事役員会報告

第1374回例会
2018年7月13日　晴れ

会長指針

第1375回例会
2018年7月20日　晴れ

ガバナー補佐挨拶
静岡第1グループガバナー補佐
西原 孝次君（三島 RC）

第1376回例会
2018年7月27日　晴れ

卓話
会員増強・維持委員会
委員長　小林 勝君

第1377回例会
2018年8月3日　晴れ

卓話「自己紹介」
渡辺 裕介君

第1378回例会
2018年8月8日　曇り

ガバナー挨拶
RI 第2620地区ガバナー
星野 喜忠君（大月 RC）

第1379回例会
2018年8月24日　曇り

卓話「カンボジア活動」
仲原 実圭君

第1380回例会
2018年9月7日　曇り

卓話「伝える力」
三島警察署署長　高橋 敏文さん

（矢岸 貞夫君のゲスト）
第3回 理事役員会報告
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第1381回例会
2018年9月14日　雨

卓話「社会奉仕を振り返って」
遠藤 修弘君

第1382回例会
2018年9月17日　晴れ

夏の家族会

第1383回例会
2018年9月28日　晴れ

卓話「木を植えた男」DVD の紹介
服部 光弥君

第1384回例会
2018年10月5日　曇り

卓話「木を植えた男」DVD の紹介
服部 光弥君

第1385回例会
2018年10月12日　曇り

裾野 RC との合同例会
卓話「働き方改革に伴う労働時間法制
の見直し」
裾野 RC   中村 文男君

第1386回例会
2018年10月21日　晴れ

田んぼアート活動

第1387回例会
2018年10月26日　晴れ

卓話「伊豆・御殿場地区の道路整備」
山本 良一君

第1388回例会
2018年11月2日　晴れ

地区大会報告

第1389回例会
2018年11月9日　曇り

卓話　藤川 智徳君

第1390回例会
2018年11月16日　晴れ

ガバナー補佐挨拶
西原 孝次君
卓話　石井 和郎君

第1391回例会
2018年12月7日　晴れ

2018年度カンボジア王国　児童教育
環境向上支援事業　報告
国際奉仕委員長　大庭 靖貴君
幹事　岡 良森君
第6回 理事役員会報告　

第1392回例会
2018年12月14日　晴れ

卓話「映像圧縮伝送技術のスペシャリス
トである天馬諮問株式会社」
篠原 雅彦さん（田中君のゲスト）

第1393回例会
2018年12月21日　晴れ

クリスマス家族例会

第1394回例会
2019年1月10日　晴れ

4クラブ合同新年会

第1395回例会
2019年1月18日　晴れ

カンボジア報告2
大庭 靖貴君

第1396回例会
2019年1月25日　曇り

30周年記念式典準備委員会

第1397回例会
2019年2月1日　晴れ

クラブ協議会
第7回 理事役員会報告　
第8回 理事役員会報告　

第1398回例会
2019年2月6日　晴れ

静岡第1グループ IM

第1399回例会
2019年2月15日　晴れ

卓話「私の履歴書」
大房 正治君

第1400回例会
2019年2月22日　晴れ

卓話「自己紹介」
田村 康晃君

第1401回例会
2019年3月1日　雨

第9回 理事役員会報告　

第1402回例会
2019年3月8日　晴れ

卓話「挫折はチャンス」
澤田 稔君

第1403回例会
2019年3月15日　晴れ

卓話
山田定男君

第1404回例会
2019年3月23日　曇り

春の家族会
お台場チームラボボーダレス

第1405回例会
2019年4月5日　晴れ

卓話
30周年 記念式典準備状況の報告会

第1406回例会
2019年4月12日　曇り時々雨

第2620地区 地区協議会報告

第1407回例会
2019年4月19日　雨

卓話　30周年準備委員会報告会

第1408回例会
2019年4月26日　雨

30周年 記念リハーサル

第1409回例会
2019年5月11日　晴れ

せせらぎ三島ロータリークラブ
創立30周年記念式典

第1410回例会
2019年5月17日　晴れ

卓話　米山 晴敏君
第11回  理事役員会報告

第1411回例会
2019年5月24日　晴れ

卓話「30周年記念事業、記念誌発刊につ
いてのお願い」中村 徹君
ガバナー補佐挨拶
静岡第1グループ　ガバナー補佐
西原孝次君

第1412回例会
2019年6月7日　晴れ

卓話　篠木喜世君
第12回理事役員会報告　

第1413回例会
2019年6月14日　晴れ

卓話「Share the Wind 活動記録」
内田隆太さん

第1414回例会
2019年6月21日　晴れ

委員会報告

第1415回例会
2019年6月28日　晴れ

さよなら例会
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せせらぎ三島ロータリークラブ

メンバーの
ご紹介

（職業分類）（入会年月日） 
勤務先名 
役職名 
勤務先住所 
勤務先　電話　FAX 

ふりがな 

氏　名 

（生年月日） 
血液型

自宅住所
自宅　電話　FAX
携帯電話番号
メールアドレス

PHOTO

（建築物清掃業）（2008.7.4 入会）
（有）大淨
代表取締役
〒 411-0034 三島市加茂川町 22-2
電話：973-6078　FAX：973-6077

いしい かずお 〒 411-0803 三島市大場 1087-133

石井 和郎 電話・FAX：941-5955
携帯：090-3252-2232

（1950.3.26 生）
A 型

（静岡県議会議員）（2019.7.5 入会）
〒 411-0035 三島市大宮町 3-14-15
電話：975-7896

いたみ まさはる 〒 411-0852 三島市東町 7-37

伊丹 雅治 電話：972-7328　FAX：981-0187
携帯：090-3500-5352

（1976.6.4 生） masaharu.itami@i.softbank.jp
B 型 携帯：090-3252-2232

（不動産販売）（2016.9.16 入会）
（有）共栄商事
代表取締役
〒 411-0841 三島市南本町 3-26
電話：971-2201  FAX：971-2220

おおば やすたか 〒 411-0047 三島市佐野 339-2

大庭 靖貴 電話：992-1544  FAX：992-1754
携帯：090-7689-1040

（1974.4.20 生） katasuyaov@yahoo.co.jp
A 型

（証券）（2004.1.9 入会）
藍澤証券（株）　証券外務員
〒 411-0036 三島市一番町 15-33 
朝日生命ビル 2F
電話：973-3111　FAX：972-9950

いしい くにお 〒 411-0837 三島市南田町 9-12

石井 邦夫 エンゼルハイム南田町 305 号
電話・FAX：976-5032

（1951.4.29 生） 携帯：090-4421-1522
B 型 kunio.ishii@gmail.com

（臨床検査技師）（1997.3.28 入会）
東部メディカルセンター（株）
代表取締役
〒 419-0114 函南町仁田 777-4
電話：978-9511　FAX：978-9502

いしい もりと 〒 419-0114 函南町仁田 513

石井 司人 電話・FAX：978-3134
携帯：090-1983-6394

（1951.2.23 生） welcome.morito.@docomo.ne.jp
B 型 kunio.ishii@gmail.com

（社会保険労務士）（2012.1.27 入会）
社労士法人 渡邉労務管理事務所
社員（社労士）
〒 411-0836 三島市富田町 13-30
電話：971-2247　FAX：971-2254

えんどう のぶひろ 〒 419-0101 函南町桑原 1001-25

遠藤 修弘 電話：979-8077
携帯：090-1729-6998

（1968.4.28 生） watanaberoumu0836@ark.ocn.ne.jp
AB 型
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（弁護士）（2016.11.4 入会）
渋谷アクア法律事務所　弁護士
〒 150-0002 東京都渋谷区渋谷
1-12-2 クロスオフィス渋谷 702
電話：03-6418-7942
FAX：03-6418-7943

おおむら のりお 〒 411-0036 三島市一番町 18-25

大村 典央 一番町ハイツ 808
電話：955-8967　

（1975.7.25 生） 携帯：090-7856-8701
B 型 norio.omura@gmail.com

（給排水設備）（1990.1.15 入会）
片野設備（株）
代表取締役
〒 411-0035 三島市大宮町 3-3-12
電話：971-2205　FAX：973-5246

かたの せいいち 〒 411-0021 三島市富士見台 6-2

片野 誠一 電話・FAX：988-9170
携帯：090-7434-5776

（1942.1.19 生） k.seiichi@katanosetsubi.co.jp
A 型

（建設資材販売）（1989.12.22 入会）
富士精工（株）
代表取締役会長
〒 411-0815 三島市安久 486-1
電話：977-1577　FAX：977-2959

かねこ えつぞう 同上

兼子 悦三 電話・FAX：977-2717
携帯：090-4082-5906

（1936.1.20 生） fujiseikou@hw.tnc.ne.jp
B 型

（住宅販売）（1999.4.16 入会）
（株）プライムホーム
代表取締役
〒 411-0824 三島市長伏 44-5
電話：977-8722　FAX：977-8723

こばやし まさる 〒 411-0824 三島市長伏 648

小林 勝 電話・FAX：977-3043
携帯：090-3588-3217

（1956.2.27 生） k.m@primehome.jp
B 型

（建物解体）（2005.4.20 入会）
オカコー静岡（株）
代表取締役
〒 411-0824 三島市長伏 286
電話：984-1825　FAX：984-1826

おか よしもり 〒 411-0824 三島市長伏 297-3

岡 良森 電話・FAX：977-9439
携帯：090-3158-1896

（1962.11.10 生）okapi@siren.ocn.ne.jp
B 型

（包装資材卸業）（1999.7.2 入会）
（株）カトウニーズ
代表取締役
〒 410-0022 沼津市大岡 76-1
電話：962-2269　FAX：962-3180

かとう まさゆき 〒 411-0944 長泉町竹原 405

加藤 正幸 電話：975-1109　FAX：973-2196
携帯：090-3156-5812

（1950.11.25 生）k.needs@ever.ocn.ne.jp
O 型

（調剤薬局）（2011.7.1 入会）
ピーエフシー（株）代表取締役
〒 411-0035  三島市大宮町 3 丁目
2-18 こも池ガーデンテラス 1F
電話：983-0055　FAX：983-0056

こじま まこと 〒 411-0035

小島 真 三島市大宮町 3 丁目 2-18
電話・FAX：971-0100

（1969.7.1 生） 携帯：090-3300-6224
O 型 poplar@snow.ocn.ne.jp

（自動車小売）（1989.6.22 入会）
三島オート販売（株）
代表取締役社長
〒 411-0811 三島市青木 141-1
電話：971-7743　FAX：971-7764

さわだ みのる 〒 411-0811 三島市青木 211-11

澤田 稔 電話：971-6999
携帯：090-2610-7414

（1937.1.26 生） okasan-golf@mail.wbs.ne.jp
AB 型
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（幼稚園）（2015.1.8 入会）
学校法人篠木学園 桜ヶ丘幼稚園
事務長
〒 411-0801 三島市谷田 524-1
電話：973-0222　FAX：973-0270

しのぎ きせ 〒 411-0802 三島市東大場 2-2-19

篠木 喜世 電話：983-0832　FAX：983-0840
携帯：090-1705-8609

（1956.9.5 生） kise.s@shinogigakuen.com
O 型

（自動車販売）（2018.11.4 入会）
（株）ダイワオート
社長
〒 411-0842 三島市南町 269-2
電話：975-3619　FAX：975-3613

すずき としや 〒 411-0047 三島市佐野 450

鈴木 俊也 電話：992-4686
携帯：090-5457-5417

（1978.8.9 生） info@az-daiwa.co.jp
B 型

（コンピューター及びソフト販売）
（2011.7.29 入会）
（株）ケイネット
代表取締役
〒 411-0033 三島市文教町 1-4843
電話：986-4400　FAX：986-4414

たなか きんじょう 〒 410-0012 沼津市岡一色 35-1

田中 錦城 電話：926-4334
携帯：090-3302-0213

（1959.11.6 生） kinjo@mail.wbs.ne.jp
A 型

（税理士）（2004.4.30 入会）
さくら税理士法人
代表社員
〒 411-0833 三島市中 336-3
電話：971-4659　FAX：971-4674

つちや たくみ 〒 419-0114 函南町仁田 34-33

土屋 巧 電話：979-8338
携帯：090-5607-6789

（1962.10.1 生） takumi@sakura-keiri.jp
B 型

（整体業）（2011.7.1 入会）
整体療法院　院長
〒 411-0801 
三島市谷田（並木）291-1
電話：981-4334　FAX：976-4573

すぎやま じゅんいち 同上

杉山 順一 電話・FAX：976-4573
携帯：080-4111-9885

（1970.4.10 生） genkidesuka-da@cy.tnc.ne.jp
AB 型

（薬剤師）（2014.10.3 入会）
（有）函南鈴木薬局
管理薬剤師
〒 419-0122 函南町上沢 233-22
電話・FAX：978-6922

すずき まちこ 同上

鈴木 真知子 電話・FAX：979-1739
携帯：080-5130-8016

（1949.8.28 生） 0pv4500f325105z@ezweb.ne.jp
O 型

（不動産）（2018.10.26 入会）
（株）住まいる
代表取締役
〒 411-0906 駿東郡清水町八幡 90-1
電話：971-6862　FAX：971-6870

たむら やすあき 〒 411-0907 

田村康晃 駿東郡清水町伏見 552-24
電話：975-6613　

（1972.5.31 生） 携帯：
AB 型

（不動産建売企画）（2013.8.23 入会）
（株）フィールズ・コーポレーション
代表取締役
〒 419-0123 函南町間宮 882-1
電話：944-6000　FAX：944-6001

なかはら みつよし 〒 410-2201 伊豆の国市古奈 613

仲原 実圭 電話・FAX：957-0220
携帯：090-8862-2750

（1965.4.7 生） nakahara@fields-cp.jp
AB 型
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（産婦人科医）（1989.6.22 入会）
三島マタニティクリニック
院長
〒 419-0123 函南町間宮 451
電話：979-0192　FAX：979-3813

なかむら とおる 〒 419-0123 函南町間宮 476-5

中村 徹 電話・FAX：978-8027
携帯：090-1983-0666

（1943.2.19 生） ramazu@nifty.com
O 型

（土地家屋調査士）（1996.8.9 入会）
中山工務所
所長
〒 411-0815 三島市安久 645-1
電話：977-9237　FAX：977-9184

なかやま かずお 〒 411-0045 三島市萩 354-7

中山 和雄 電話・FAX：987-6307
携帯：090-3253-1658

（1946.8.6 生） nakayama-koum@fancy.ocn.ne.jp
O 型

（行政書士）（2015.2.20 入会）
原行政書士事務所　代表
〒 410-2133 
伊豆の国市韮山多田 925-9
電話：940-2221　FAX：949-2405

はら けいた 同上

原 兄多 電話：949-1586　FAX：949-2405
携帯：090-1913-4379

（1974.9.5 生） hara-yuki@cy.tnc.ne.jp
A 型

（不動産仲介業）（2001.10.26 入会）
（有）ミヤ企画
代表取締役
〒 411-0013 
三島市三ツ谷新田 168-1
電話：972-9927　FAX：972-9926

みやざわ まさあき 〒 411-0013 

宮澤 正昭 三島市三ツ谷新田 162-1
電話：973-2540

（1954.9.6 生） 携帯：090-2772-5747
A 型 miya.3830.96@docomo.ne.jp

（司法書士）（2016.9.9 入会）
せせらぎ司法書士事務所
代表
〒 411-0853 三島市大社町 5-2
電話：975-1513   FAX：975-1514

なかもと とよあき 〒 4411-0853 三島市大社町 5-2

中本 豊晃 電話：975-6331 FAX：975-1514
携帯：080-3061-0394

（1978.1.31 生） yoroizaka2014@gmail.com
O 型

（鉄道線路保守）（2010.2.14 入会）
（株）双西　代表取締役
〒 410-0022
沼津市大岡 2414-2-202
電話・FAX：055-922-5940

はっとり みつや 〒 411-0024 三島市若松町 4295-5

服部 光弥 電話・FAX：973-2074
携帯：090-3554-7482

（1969.9.9 生） mitsuya@mail.wbs.ne.jp
AB 型

（建築請負業）（2016.9.30 入会）
MD 住まい工房（株）
代表取締役
〒 411-0945 長泉町本宿 221-2
電話：987-9200  FAX：987-9222

ふじかわ とものり 〒 410-0053 沼津市寿町 21-29

藤川 智徳 携帯：090-8864-5804
md-kooboo@cy.tnc.ne.jp

（1972.2.1 生）
O 型

（産業廃棄物処理）（1991.12.27 入会）
矢岸総業（株）
代表取締役
〒 411-0037 三島市泉町 7-15
電話：994-9062　FAX：994-9063

やぎし さだお 〒 411-0022

矢岸 貞夫 三島市川原ヶ谷緑ヶ丘 264-1
電話・FAX：972-1418

（1949.6.4 生） 携帯：090-4196-4969
A 型 arrow_m@castle.ocn.ne.jp
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（広告）（1996.5.31 入会）
（株）アドウイング
代表取締役
〒 411-0844 三島市清住町 8-23
電話：971-4040　FAX：971-3307

やまぐち たつや 〒 411-0917 清水町徳倉 1340-71

山口 辰哉 電話：933-1057
携帯：090-3250-9345

（1952.1.7 生） t-yamaguchi@ad-wing.jp
AB 型

（表面処理業）（1998.7.3 入会）
サント・サーフェイス（株）
代表取締役
〒 411-0823 三島市御園 26
電話：977-1305　FAX：977-6650

やまだ さだお 〒 419-0111 函南町畑毛 555

山田 定男 電話・FAX：978-6518
携帯：090-3250-9445

（1950.6.21 生） s.yamada@santo-sys.co.jp
O 型

（宅地分譲）（2003.2.21 入会）
（株）共同開発
代表取締役
〒 411-0943 長泉町下土狩 649-1
電話：987-8606　FAX：988-3750

よねやま はるとし 〒 411-0941 長泉町上土狩 189-5

米山 晴敏 電話：986-6869
携帯：090-3252-7495

（1950.9.27 生） kyoudoukaihatu@ny.tokai.or.jp
A 型

事務職員
〒 411-0858 三島市中央町 4-9
小野住環中央町ビル 2 Ｆ
電話：976-6351　FAX：976-6352

うつのみや みつこ 〒 411-0014 三島市玉沢 298

宇都宮 満子 電話：976-0007　FAX：976-0117
携帯：090-8736-2915

（1943.11.13 生）office@seseragi-mishima-rc.gr.jp
AB 型

（保険）（2007.3.16 入会）
（有）アイ・ネットワーク
代表取締役
〒 410-0871 沼津市西間門 196-1
電話：952-0331　FAX：963-7737

やまぐち まさひろ 〒 410-0871 沼津市西間門 182-8

山口 雅弘 電話・FAX：962-9900
携帯：090-4465-7000

（1961.6.27 生） inetms@msn.com
B 型

（道路建設）（1990.1.5 入会）
山本建設（株）
代表取締役社長
〒 411-0832 三島市南二日町 8-39
電話：975-4488　FAX：975-4306

やまもと よしかず 〒 411-0035 

山本 良一 三島市大宮町２丁目５- ７
電話・FAX：973-0081

（1951.4.2 生） 携帯：090-1984-9511
 A 型 yy@yamamotokensetu.co.jp

（総合建築業）（2017.6.30 入会）
住起産業（株）
常務取締役
〒 411-0833 三島市中 250-5
電話：972-1567　FAX：973-0912

わたなべ ゆうすけ 〒 411-0854 三島市北田町 3-48

渡邊 裕介 サンヴェール三島田町 102
携帯：090-1864-5169

（1977.4.17 生） yusuke@jyuki.com
O 型
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歴
代
会
長
・
幹
事

代 会　長 幹　事 任　期

初代 加藤 茂平 土屋 忠 1989	 年 6 月

1 代 加藤 茂平 土屋 忠 1989	 年	〜 1990	 年

2 代 原 善兵衛 佐藤 利夫 1990	 年	〜 1991	 年

3 代 岩本 十太郎 味田 豊 1991	 年	〜 1992	 年

4 代
久永 光夫
岩本 十太郎

今井 稔 1992	 年	〜 1993	 年

5 代 佐藤 利夫 田辺 篤 1993	 年	〜 1994	 年

6 代 土屋 忠 野口 佳位 1994	 年	〜 1995	 年

7 代 澤田 稔 兼子 悦三 1995	 年	〜 1996	 年

8 代 田辺 篤 岩田 正雄 1996	 年	〜 1997	 年

9 代 野口 佳位
石渡 辰夫
保坂 国夫

1997	 年	〜 1998	 年

10 代 味田 豊 古屋 憲男 1998	 年	〜 1999	 年

11 代 兼子 悦三 大房 正治 1999	 年	〜 2000	年

12 代 中村 徹 式本 成一 2000	年	〜 2001	 年

13 代 片野 誠一 山本 良一 2001	年	〜 2002	年

14 代 高尾 亨 渡邊 照芳 2002	年	〜 2003	年

15 代 式本 成一 田中 四史生 2003	年	〜 2004	年

16 代 保坂 国夫 山梨 一正 2004	年	〜 2005	年

17 代 野中 信行 山口 辰哉 2005	年	〜 2006	年

18 代 田中 四史生 矢岸 貞夫 2006	年	〜 2007	年

19 代 古屋 憲男 西原 克甫 2007	年	〜 2008	年

20 代 大房 正治 鈴木 政則 2008	年	〜 2009	年

21 代 山梨 一正 中山 和雄 2009	年	〜 2010	 年

22 代 西原 克甫 内田 憲一 2010	 年	〜 2011	 年

23 代 渡邊 照芳 山田 定男 2011	 年	〜 2012	 年

24 代 太田 政人 石井 司人 2012	 年	〜 2013	 年

25 代 山本 良一 加藤 正幸 2013	 年	〜 2014	 年

26 代 矢岸 貞夫 小林 勝 2014	 年	〜 2015	 年

27 代 鈴木 政則 石井 邦夫 2015	 年	〜 2016	 年

28 代 中山 和雄 米山 晴敏 2016	 年	〜 2017	 年

29 代 山口 辰哉 宮澤 正昭 2017	 年	〜 2018	 年

30 代 石井 司人 岡 良森 2018	 年	〜 2019	 年

31 代 山田 定男 石井 和郎 2019	 年	〜 2020 年
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　2015〜2016年度静岡第2分区ガバナー補佐を努

めさせていただきました。当せせらぎ三島ロータ

リークラブでは第27代鈴木政則会長の年度でし

た。RI 会長 K.R.“ラビ”ラビンドラン「世界への

プレゼントになろう」、また RI2620地区野口英一

ガバナーの「充実した366日間に」のテーマのもと

に、この年度を振り返りますと、地区目標の会員

増強、ロータリー財団寄付、米山記念奨学会への

支援等は、重要項目としてそれぞれセミナーが開

催されました。年度目標を目指し、会員が目標に

むけ一丸となり取り組んだことは今後のクラブの

力となったのではないでしょうか。韓国ソウルで

の国際大会には2620地区におきましても、多くの

会員に参加いただき、国際親善を図ることができ

ました。

　会長幹事会の第1回は、年度スタート開始前に開

催地区の行事等の確認から始まり、各会長幹事は

クラブ内の予定との調整を行い当年度は4回開催。

分区は地域が広範囲のため、開催地を地区ごとに

行い、地区目標、ガバナー方針の伝達、確認等をは

かりました。

　地区大会は甲府富士屋ホテルにて開催され、表

彰部門アクティブ奨励賞、親睦活動部門におきま

して当分区の三島西クラブ「親睦一座」が表彰さ

れ、思い出の残る表彰式となりました、ご当地グ

ルメ屋台には、伊豆の国市「長岡の温泉まんじゅ

う」を山梨県の地において山梨地区の会員の皆様

に食していただくチャンスでもありました。

　IM 開催は三島市梅名ブケ東海にて開催、多くの

会員に参加いただき盛大に開催することができま

した。ロータリーの知識を高め、おおいに懇親を

深めることが IM の主旨であり、今回のテーマは

「コミュニケーションを高め仲間を増やそう」フ

リーアナウンサー平山佐知子さんによる記念講演

となりました。

　野口ガバナーの公式訪問では、今までにはない

多数クラブの合同例会となりました。甲府地区

におきましては分区を越えて8クラブの合同ガバ

ナー公式訪問が実現したとのことです、当静岡第

2分区におきましても、それぞれ4クラブ、3クラブ

のガバナー公式訪問が開催され、野口ガバナーの

思いが伝わる公式訪問であり親睦や懇親を図るこ

とができました。

　ガバナー補佐年度を振り返りますと、当せせら

ぎ三島クラブのメンバーや分区地区の皆さんとと

もに活動させていただき、ガバナー補佐としての

役割は充分果たせたとはいえませんが、充実した

思い出に残る一年間を、野口ガバナーはじめ皆様

よりプレゼントしていただくことができました。

　すでに5年が経過し、今回せせらぎ三島 RC は30

周年を迎えました、今後さらに発展いたしますよ

う願うと同時にともに活動いたしましょう。

山本 良一

ガバナー補佐想い出の一年

2015 〜 2016 年度静岡第 2 分区ガバナー補佐、第 25 代会長
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　私は、会長に就任した年度の初めに小林幹事と相

談しながら一年間の計画を立てようとしましたが、

既に三つの継続事業が行われていました。予算の

関係上、新しい事業を計画する事ができませんので

三つの事業を見直す事により、次年度以降の会長が

やりやすくなるのではないかと考えました。

　幾度もクラブフォーラムを開き検討いたしまし

た事柄は、①タイへの放置自転車贈呈、②三年後の

自分への手紙、③東日本大震災復興支援委員会で

す。①については三年間の継続、②については次年

度以降の社会奉仕委員会にお任せする事としまし

た。③については次年度以降も継続して行い、位

置付けとして社会奉仕委員会のなかの小委員会と

して活動する事に決まりました。我々クラブとい

たしましては、お金や物資の支援を行ってきました

が、被災地では心の支援を希望しています。次に会

員増強についてですが、今年度岡本ガバナーは会員

増強を最優先課題に挙げていました。特に女性会

員増強に力を入れるようにと話しがあり、当クラブ

は会員が積極的に動き女性会員2名、男性会員3名、

計5名の方が入会され近年にない増強ができ、クラ

ブ内も活気がでてきました。

　振り返りますと、親睦委員会が計画して行われた

「夏の家族会ロータリーデー源兵衛川生き物観察」

「クリスマス家族会」「春の家族会」などの行事を通

して会員家族が楽しい一日を過ごすことができま

した。また、ロータリアンとして例会出席できるの

も会社の社員、職員に感謝、健康に感謝、そして家

族に感謝との思いから、会長のテーマとして「感謝

の心で出席しよう」と掲げました。出席率の向上で

は事務局宇都宮さんに大変お世話になり、各委員会

の方々にも協力を頂き感謝申し上げます。

　最後に大変残念な事は、会員でありました私の親

友、根津延和くんが亡くなられた事です。私にとっ

ては思いがけないことでした。今だに信じられな

いことですがこれも現実です。

矢岸 貞夫

思い出

第 26 代会長・IM 実行委員長（2015 〜 2016 年度）

I Мのテーマ「コミュニケーションを高めて、仲間を増やそう」

　I Мの目的は、第一に会員相互の親睦と知識を高

め、会員にロータリー情報を伝えると共に立派な

ロータリアンの養成にあります。その経験豊かな

リーダーの下でロータリーの奉仕の理想を勉強す

る会合です。この年度第2分区の I Мを山本良一ガ

バナー補佐のもと2016年2月20日にブケ東海三島で

行いました。テーマは「コミュニケーションを高め

て、仲間を増やそう」といたしました。

　人に信頼される為には、人に納得される言葉が重

要になってきます。

　当日はフリーアナウンサーの平山佐知子さんを

お招きし、「思いが伝わる声、言葉」の講演をして

いただきました。

　副委員長小林くん、服部くんをはじめ会員の皆様

に協力していただき、無事に行うことができました

事に感謝申し上げます。
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　私はせせらぎ三島ロータリークラブに28年間在

中させて頂きました。その中で心に残る出来事と

いえば、第27代会長をお受けした時の事、また、当

クラブで創立以来力を入れている青少年育成奉仕

事業に携わらせて頂いたことです。

　2015年度会長をお受けした時は、皆さんに助け

て頂きながら、できるだけ若い世代の方々に役を

担ってもらうように努めてまいりました。それか

らというもの、若い方々が率先して積極的に活動

しておられるようでうれしく思います。

　そして、青少年育成奉仕事業の一貫として、1995

年度、中学生を対象にした新世代育成セミナーを

始めました。学校では学ぶことのできないテーマ

を決め、招いた講師に講話をして頂き、テーマに

沿った体験学習と自分の考えを出し合うグループ

討論会で、個々の自主性を養うことに力を入れま

した。

　また、1998年度より、三島市北中学校を対象に

職場体験学習も実施致しました。これは職場体験

を通じ、働く事の楽しさや厳しさを学び、将来の

自分の生き方について考えを深め、やはり学校で

は学ぶ事のできない実践力や人とのかかわり方を

学ぶ事が目的でした。ロータリアンやそれ以外の

企業にも協力を仰ぎ、こころよく中学生を受け入

れて下さいました。

　当クラブで実施してきたこの職場体験学習は、

今でも三島市教育委員会が各企業に呼びかけ、地

域の中学校と企業が連絡を取り合い、中学2年生を

対象に実施しています。

　我々せせらぎ三島ロータリークラブは、この様

な事業を長年続けてきたことが認められ、キャリ

ア教育優良団体として、文部科学大臣から表彰を

受ける事ができました。私も微力ながら、ロータ

リアンとしてこの様な事業に関わらせて頂きまし

たこと、そして、少しでも社会に貢献できました

事を幸せに思います。

鈴木 政則

思い出

第 27 代会長
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　私が当クラブに入会させていただいたのは、50

歳の誕生日を迎える1ヶ月位前の事でした。丁度

その頃、50歳を迎えるにあたり29歳でこの地に土

地家屋調査士事務所を開設し早や21年、仕事一途

の人生に何か変化をと考えていた矢先に、当時梅

名の釜風呂で時々お会いしていた当時の会員増強

委員の鈴木洋一氏（太洋工務店社長）から入会の

お誘いを戴きました。そして早速次の日に、当時

の会員増強委員長の中村先生と私の事務所におい

でいただきロータリークラブの説明を受け、異業

種の方々の集まりとお聞きし私も大分県日田市で

生まれ育った為、この地での知り合いも限られて

いたので、人との出会いを求め早速入会をさせて

頂きました。入会後、社会奉仕、国際奉仕の事業

にも出来るだけ参加させて頂き、一人の力では限

りがあるが、集団の力の力強さを感じました。

　入会後ちょうど20年が経った時に当クラブの第

28代会長を仰せつかりましたが、年度初めには特

に難しい案件はない年度だと思い、今年度はのん

びり年度とさせて頂きますとスタートさせていた

だきました。しかし、いざ会長職が始まると同時

に2016年4月に RI 規定審議会にてクラブ運営に大

幅な柔軟性が取り入られたため、当クラブもそれ

らに対応する為にクラブ戦略委員会 ( 中村委員長 )

を立ち上げクラブ定款・クラブ細則・クラブ内部

規則の見直し等を検討し、中村戦略委員長を中心

に委員の皆さんでより居心地の良いクラブ、そし

て楽しいロータリー活動が出来るよう原案をまと

めて頂き、また8月には例会場であったブケ東海さ

んが12月には業務を停止する為に、別に例会場を

探すようにと通告を受けた為、急きょ例会場探し

を始め、三島クラブさん、三島西クラブさんも同

じ状況になったので3クラブでの例会場探しとな

り、この間、米山幹事が他の2クラブの幹事・呉竹

さんとの調整を数回取って頂き、無事呉竹さんに

3クラブそれぞれの例会場を引き受けて頂きまし

た。

　また数名の会員からの提案での新しい事業（こ

ども食堂の支援）の取り上げ。

　この間それぞれ数回の理事会に諮り、臨時総会

を開き無事承認が取れ会長職を終わることが出来

ました。

　のんびり年度とはいきませんでしたが米山幹事

そして各委員長、各委員の皆様のおかげです。あ

りがとうございました。

中山 和雄

思い出

第 28 代会長
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パスト会長会
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　喉元過ぎれば云々の言葉通り、記念誌の発行がだいぶ遅れ
ました。パスト会長の皆さんや当日発表をしたメンバーには

「急いで原稿を」なんてせかしていながら、大変なご迷惑と
ご心配をおかけいたしました。
　とにかく 5 月 11 日の式典を無事終わらせるには、という
ことに中村徹実行委員長を中心にクラブメンバー全員が取り
組んでまいりました。特に、岡良森君、服部光弥君には副実
行委員長として、また米山晴敏君には総合的なまとめ役とし
て細部にわたるチェックを入れていただきました。なんとか
ご招待したご来賓の皆さま、そして親クラブである三島西
ロータリークラブの皆さま、そして昨年度より組織替えに
なった第 1 グループの皆さま方にもご満足いただけたのでは
ないかと自負しております。
　この 10 年の歩み、そして「30 周年記念事業」の紹介、我々
せせらぎ三島ロータリークラブが目指す「未来宣言」、それ
に付随する「青少年の主張」などを含めて記念誌としました。
　発行にあたり、ご協力いただきました皆さま方に感謝です。
　ありがとうございました。

※充分な文字校正と記載内容の検証をしたつもりですが、誤字・脱字等
がございましたらお許しくださいますようお願い申し上げます。
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